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数
似
）
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縮
小
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か
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型
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家
族
ぐ
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の
流
入
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戸
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の
人
口
流
入
に
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の
転
換
が
あ
っ
た
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が
わ
か
る
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こ
こ
で
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そ
れ
に
加
え
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、
区
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と
の
人
口
変
動
を
み
て
お
こ
う
。

~；~ 

""' 

三
」
か
ら
は
、
①
市
全

間
日
・
表
山
は
、
神
戸
市
〈
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あ
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わ
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の
で
あ
る
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第二節学区の統一と地j或住民組織の動向
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2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

一

け

り

い

も
＼
一

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

－

一

に

い

と

い

来

＼

次

一

治

正

α

作

資

＼

年

一

明

大
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市内における｜友日I］工場数，労働者一数（llB:t114年）表 129

数

41 

5 

5 

2 

26 

117 

4 

9,994 

242 

7, sos 
187 

4, 130 

21,087 

368 

総女

1,874 

S6 

872 

151 

2,646 

6, 164 

261 

ゲj

8, 120 

186 

6, 633 

36 

1, 484 

14, 923 

107 

工場数

医
院
…
院
医
区
区
区

合
一
戸
東

間

間

際

五

神

淡

時

間

淡

林

須

表
川
の
と
お
り
、

調
査
L

（
昭
和
問
年
）
が
、

43, 513 12,024 31, 489 200 三一口
b、,,, 

体
の
人
口
は
、

賞
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
②
し
か
し
、
こ
れ
を
毘
別

に
見
る
と
、
明
治
三
十
年
で
は
神
戸
、
諜
束
、
設
問
の
旧
市
街
地
人
口
の
占
め

る
割
合
が
圧
倒
的
に
高
い
が
（
全
市
の
約
八
O
%）
、
以
後
、
こ
れ
ら
三
区
の
人
口

の
伸
び
は
他
に
く
ら
べ
て
低
く
、
大
正
十
年
で
も
、
明
治
一
一
一
十
年
の

に
し
か
哨
加
し
て
い
な
い
こ
と
。
③
そ
れ
に
対
し
て
、
当
時
の
周
辺
部
に
依
託

資料：「神戸市第二回労働統言十災地調設；：，

す
る
誌
合
、
焼
、
林
間
一
一

の
伸
び
は
急
激
で
あ
り
、

五
J

一O
倍
強
に
膨
れ

上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
大
正
十
年
で
は
、
こ
れ
ら
一
一
一
区
の
人
口
が
、

全
体
の
約
問

%
を
占
め
る
に
一
会
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

当
時
の
職
業
別
人
口
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

労
働
者
人

口
の
構
成

俸
給
生
活
者
お
よ
び
労
働
者
数
に
つ
い
て
は
、

「
臨
時
失

1うl

業
調
査
報
告
し
（
大
正
十
二
年
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
一
二
万
九
五
七
一
人
、

万

九
六
六
人
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、

同
じ
労
働
者
人
口
に
つ
い
て
は
、

「
神
戸
市
第
ニ
間
労
働
統
計
実
地

各
区
別
に
工
場
数
、
労
働
者
数
を
示
し
て
い
る
。
向
調
査
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ

の
表
の
う
ち
、
林
田
区
、
が
最
も
多
い
理
由
と
し
て
、
同
区
が
神
戸
市
工
業
の
中
心
地
帯
で
あ
る
こ
と
、

製
造
工
場
（
一
一
一
人
工
場
）
、

工
場
数
で
は
、
ゴ
ム
靴

マ
ッ
チ
軸
工
場
（
一
九
工
場
）
が
多
い
こ
と
、
労
働
者
数
で
は
、
造
船
業
の
四
五
一
一
一
二
人
が

七
回
人
）
、
車
両
製
造
業
（
三
O
八
三
人
）
が
多
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
菩
合

占
め
る
こ
と
、
次
に
綿
糸
紡
績
業
（
一
一
一

議
多
く
を

ラ08第一次大戦後の神戸第三主主



区
は
金
属
託
延
業
（
一
一
六
一
一
一
O
人
）
、
原
動
機
製
造
業
（
二
五
七
一
人
）
、

ゴ
ム
防
水
口
問
製
造
業
（
一
八
七
五
人
）
が
上
伎
を
占
め
、
演

東
区
川
崎
造
船
所
、
湊
西
区

i
マ
ッ
チ
工
業
と
、
各
一
弘
ご
と
に
特
徴
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
先
に
み
た
人
口
一
期
加
も
、

」
う
し
た
産
業
へ
の
就
業
者
を
中
心
に
生
じ
た
と
み
て
よ
い
。

2 

学
区
統
一
問
題

学
区
の
成
立

白
露
戦
争
後
か
ら
第
一
次
役
界
大
戦
期
に
か
け
て
、
神
戸
市
で
竜
要
な
問
題
と
な
っ
た
も
の
に
、
学
症
の
問

屈
が
あ
る
。

学i支の統一と地域住民組織の動向

学
区
と
は
、
本
来
、
小
学
校
を
は
じ
め
学
校
の
設
立
維
持
に
あ
た
る
行
政
区
画
を
さ
す
。
こ
う
し
た
単
位
は
、
東
京
・
大
阪

を
は
じ
め
と
す
る
諸
郎
市
で
、
市
制
施
行
以
後
も
市
に
統
一
さ
れ
ず
、
別
個
の
区
間
と
し
て
残
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
学
区

ご
と
に
様
々
な
利
害
関
係
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
統
一
を
思
難
に
さ
せ
た
。

明
治
二
十
一
一
年
市
制
が
施
行
さ
れ
、
十
月
に
は
医
会
開
設
条
例
の
公
布
に
と
も
な
い
苔
合
・
神
戸
・
捺
西
の
各
財
産
一
弘
に
区

会
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
、
市
会
に
お
い
て
「
市
内
学
一
弘
変
更
の
件
」
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
尋
常
小
学
校
・

は
五
合
・
伸
一
戸
・
捺
川
（
荒
問
村
を
人
間
む
）
・
兵
隊
を
そ
れ
ぞ
れ
第
一
か
ら
第
関
学
区
と
し
、

簡
易
小
学
校
の

高
等
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
第
一
・
第
二
学
区
迎
合
で
一
校
、

了
第
四
学
区
連
合
で
一
一
授
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
翌
年

第二節

十
月
に
制
定
さ
れ
た
「
地
方
学
事
通
則
」
が
共
有
財
政
収
入
を
学
医
の
経
費
に
あ
て
る
と
定
め
た
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
の
で

（
こ
の
後
明
治
二
十
五
年
に
淡
十
時
限
会
が
開
設
さ
れ
、
二
十
九
年
に
は
淡
村
、
林
m
山村、

あ
る
。

須
際
村
内
池
間
村
の
…
納
入
に
と
も
な
い
、
淡

近代・5晃代)lモ史編IV5o9 



事11戸区所有財政
（大IE6年2月）

表 130

五T

原

山

雑 穏

区
、
林
間
区
が
設
置
さ
れ
た
。
）

こ
れ
に
よ
り
、
神
戸
区
や
渡
部
区
の
よ
う
な
豊
富
な
区
有
財
産
を
有
し
て
い
た
学

資料.，.有111惨事it戸際：ヰ子財産治不92,

区
は
、
そ
の
収
入
に
よ
り
、
地
元
の
教
育
の
普
及
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
神
戸
区
を

例
に
と
る
と
、
そ
の
財
産
の
概
要
は
、

出
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
学
校

坪
12,645.00 

16, 186. 07 
反
11. 514 

22. 124 

5, 681. 029 

2.603 

間

公立学校敷地

宅地

日

野

林

地

放
地
J
Z
除
い
た
部
分
の
総
地
価
は
、

一
二
万
七
三
八
六
円
八
六
銭
（
大
正
六
年
現
在
）

対日

地

に
1
ほ
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
他
方
で
、
十
分
な
財
産
を
も
た
な
い
学
区
と
の
間
で
、

格
差
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

ま
た
学
医
の
設
置
は
、
そ
れ
が
、
市
制
施
行
以
前
の
地
域
社
会
を
単
位
と
し
て
い
た
の
で
、
政
治
的
に
も
ま
と
ま
り
を
も
っ

て
い
た
。
一
二
交
協
会
、
兵
路
交
和
会
、
渡
来
協
和
会
、
林
田
交
友
会
な
ど
、
学
区
ご
と
に
形
成
さ
れ
た
有
力
者
の
諸
団
体
は
、

区
会
議
員
選
出
の
母
体
と
な
る
と
と
も
に
、
港
湾
や
道
路
の
改
修
等
、
地
元
に
関
す
る
様
々
な
事
業
を
協
議
、
推
進
し
て
い
っ

た
。
こ
う
し
た
団
体
が
、
学
校
施
設
の
充
実
な
ど
地
元
の
教
育
の
普
及
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

学
区
制
下

の
教
育

は
五

O
%
で
あ
っ
た
。

神
戸
市
に
お
け
る
初
等
教
育
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
明
治
中
則
ま
で
不
振
が
つ
づ
い
た
。
明
治

の
就
学

不
振
の
原
国
は
、
当
時
の
市
民
の
公
教
育
に
対
す
る
関
心
の
度
合
い
や
、
負
制
一
が
過
前
一
一
と
な
る
た
め
に
お
こ
る
施
設
拡
充
の

立
ち
遅
れ
、
高
い
授
業
料
の
徴
収
な
ど
で
あ
っ
た
。

学
区
制
は
、
こ
の
中
で
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
施
設
の
改
善
に
一
定
の
寄
与
を
果
た
し
た
。
共
有
財
産
の
利
用
や
、
そ
れ
が

ラエo第三京第一次大戦後の事ftJ~i



見
込
め
な
い
場
合
で
も
、
寄
付
金
の
調
達
な
ど
に
よ
っ
て
、
校
舎
の
増
築
が
す
す
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
区
内
の
有
力
者
（
地
主
、
家
主
な
ど
）
が
設
立
し
た
各
区
の
教
育
会
が
、
就
学
の
斡
旋
や
助
成
を
行
っ
た
。

就
学
ふ
み
の
向
上
と
も
関
連
し
て
、
一
一
部
授
業
が
導
入
さ
れ
た
。

ひ
と
り
の
教
師
が
半
日
単
位
で
複
数
ク
ラ
ス
を
受
け
も
つ
一

部
授
業
は
、
経
費
地
大
を
抑
制
し
つ
つ
、
教
口
氏
と
教
集
が
不
足
す
る
な
か
で
教
育
の
普
及
を
す
す
め
る
た
め
に
は
有
効
で
あ
っ

た
。
問
問
親
小
学
校
（
明
治
一
一
一
十
凶
年
）
を
皮
切
り
に
、
以
後
、
全
市
に
普
及
、
明
治
四
十
二
年
に
は
、
全
小
学
校
の
第
一
・
ニ

年
ニ
五
入
学
級
が
、
こ
れ
を
行
う
に
い
た
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
と
前
後
し
て
、
就
学
率
は
、
よ
う
や
く
明
治
三
十
三
年
に
八
O
%
、
明
治
来
年
に

は
九
五
%
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

学［乏の統一と地域住民組織の動向

学
区
間
格

差
の
増
大

都
市
化
に
伴
う
学
齢
児
窓
の
噌
加
は
、
以
主
の
よ
う
な
学
区
制
や
一
一
部
授
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
初
等

教
育
に
、
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
学
思
統
一
の
符
景
と
な
っ
た
。

山
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
市
内
の
学
的
児
泡
数
は
、
第
一
次
位
界
大
戦
期
の
人
口
一
期
加
と
と
も

に
明
加
し
て
お
り
、

各
区
別
で
は
、

工
業
地
誌
と
し
て
発
注
す
る
林
田
尽
な
ど
、
市
の
周
辺
部
に
位
設
す
る
学
区
に
顕
著
で
あ
っ
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
周
辺
部
の
学
区
は
、
財
政
的
に
悶
窮
し
て
い
た
。

出
よ
り
、
各
区
の
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
な
み
て
み
る

’
F

、・
n
H
2
4
3

L
一
司
二
一

〈

；

｝

の
同
誌
が
、
財
産
収
入
や
市
税
、
な
か
で
も
家
屋
税
収
入
に
よ
っ
て
大
き
な
財
政
規
棋
を
実
現
し
て
い
る
の

に
対
し
、
林
間
・
浅
の
各
区
は
、
規
撲
も
小
さ
く
、

し
か
も
そ
の
幾
分
か
を
市
か
ら
の
補
助
金
に
た
よ
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

第二節

こ
の
う
ち
、
家
屋
税
に
つ
い
て
は
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
明
治
一
一
一
十
年
市
が
特
別
市
税
と
し
て
こ
の
税
を
設
定

し
た
際
、
学
慌
に
も
そ
の
徴
収
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
額
は
原
則
仰
と
し
て
、
木
造
平
屋
の

一
坪
を
標
準
斌
課

近代・現代E査史編Nう工X



児蛍数の推移

淡西区 苫i：合区 淡 区 ；休図区

A .H む A B c A B c A B c 
人 人 95.~ 人 人

95. i6 人
2, 24人I 95. ro 人 人 95.~ 16,833 16, 108 8,002 7,663 2,348 4,062 3,886 

15, 191 14, 793 97.38 7, 589 7,307 96.28 2, 237 2, 179 97.41 4,013 3,870 96.44 

15,365 14,964 97.39 7,952 7, 728 97. 18 2,379 2, 296 96.51 4, 590 4,376 95.34 

16,410 16, 184 98.62 8,827 8,660 98. 11 2, 574 2,521 97.94 6,001 5,841 97.33 

17, 746 17, 548 98.88 10, 224 10, 083 98.62 3,029 2,986 98. 58 7,415 7, 243 97.68 

17, 715 17,474 98.64 11, 071 10,846 97,97 3,087 3,033 98.25 9,013 8, 795 97. 58 

18, 772 18,505 98. 58 12, 828 12 569 97.98 1,827 1, 794 98. 19 11,078 10, 915 99.53 

放 (llit立： I巧）

不経合常計費 教育費 之｜恥•CJ、 H寺三費日1j. 建小学築校費
計｜小学校設｜（錯誤）｜（特）障校喜

起債償還

神戸区 130,020 115, 964 100, 535 63,368 29 10, 911 72, 208 16,974 

淡東区 102, 607 95, 279 82, 555 52,832 29 8, 293 15,055 13, 360 

淡西区 174, 760 166, 197 158,474 96 116 29 9,851 78,581 55, 219 17,856 

王子合！玄 89 962 88, 115 86,552 54,428 29 11, 600! 11,000 

淡、区 29,451 28,874 28, 794 18, 134 29 8, 165 8, 165 

林凶iK 69, 238 65 900 65,823 40, 820 29 54,068 33, 740 20,328 

第三万：第一次大戦後の神戸 ラI2



第二節学i又の統一と地域住民組織の動向

表 131 12<：別学続

年度IA 二？「I~ヰ平副 A~ i ~ C 

表 132 大正6｛ド皮－毛子I玄：ヨ主努： i気 入 (Jli{¥L: I 司） 

＝ιh出占坐品正竺~I叩余l 援業？J~ ！ ~ 祁1戸［2てI202. 22s1 l叫 7601け叫 11リ
i炎E長区i117, 6621 84, 5281 7681 83, 7601 0. 1201 1, 3801 2641 21, 87叫0.2 
i潔商 i玄I253, 3411 131, 2321 1, 1671 130, 0651 o. 1221 12, 6551 5341 41, 92引0.2 
1r ff区I101, 5621 68, 4441 5591 67, 8851 o. 1481 2101 2251 24, 32割0.2 
淡区； 37,6161 23, 4831 1491 23, 3341 0. 3031 1391 4, 3881 8, 0501 

林間区i123, 3061 61, 3811 3931 60, 9881 0. 2731 叫 10,4701 15, 63刻0.2 

(/¥') (A）は衣服税 1 戸あたちのlti\:ti!~出（ただしi官主主分も合む）。

｛臼）は尋常小学校児71(1人あたりの授菜料。

まに，財産収入は小学校！，t本M{aとその他の収入を加えたもの。
資料・ rg会議事録J （各区，大正6{p) 
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偲
数
（
一
側
）
と
定
め
、
一
一
坪
な
ら
ニ
側
、
一
一
一
坪
な
ら
一
一
一
個
と
い
う
よ
う
に
そ
の
間
積
に
応
じ
て
個
数
を
決
定
し
（
そ
の
際
、
家
屋

の
材
質
や
、
二
階
な
ど
の
床
面
積
は
上
下
参
酌
さ
れ
る
）
、

1学級当たり児笈数
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c I A/C I A I 
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淡

A I B 

5, 91~1 

」
れ
に
税
率
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
神
戸
・
諜

四
・
践
東
の
一
一
一
学
区
に
は
、
地
区
の
繁
栄
に
応
じ
て
こ
の
税
に
累
進
性
を
も
た
せ
る
た

め
、
地
等
を
も
と
に
し
た
一
等
か
ら
二
九
等
ま
で
の
等
級
制
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、

一
個
当
た
り
の
賦
諜
率
の
低
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
い
税
収
を
得
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
葺
合
・
林
間
・
擦
の
一
一
一
学
区
は
、
こ
の
税
の
設
定
当
附
、
ま
だ

十
分
市
化
開
化
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
等
級
制
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た

な
負
担
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
、

め
、
地
区
の
繁
栄
に
か
か
わ
ら
ず
、
累
進
性
を
欠
い
た
賦
課
は
、
住
民
に
と
っ
て
過
重

よ
り
以
上
の
賦
課
が
困
難
と
な
っ
て
、
財
政

1ヰt m 区
A ~B「C寸ATC

I ：：~ ::1 :E:i c_！~ :: ~ 
1：：州：：I:::: 

A/B は一学級l!j たりのj~波数

A/Cはーや級当たりの数以数

四区

6, 306 

7,854 

規
模
拡
大
を
制
限
し
た
。
大
正
六
年
度
の
林

田
区
の
家
屋
税
は
、
賦
課
個
数
一
個
（
一
坪
）

あ
た
り
三

O
銭
近
く
に
達
し
、
神
戸
症
の

倍
近
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表

山
に
み
た
よ
う
に
収
入
額
は
、
神
戸
区
な
は

る
か
に
下
回
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
学
齢
児
叢
が
県
加
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
辺
部
の
学
区
に
あ
っ
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度 i
I A l 
l 人

大IEH手Is,431 
2 I 5,925 

3 I 6,487 

4 I ; 

s I s.47 
6 I 9, 6osl 

（浅） Aは，尋常小学校:t£学児波数
Cは， Z手’I~小学校教鼠数

資料：叩！｛戸市統苦悶む

五
百

ポ
ヤf
 

て
は
、

日
常
の
教
育
活
動
に
支
障
が
出
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
表
出
に
示
す
と
お
り
、
大
正

六
年
の
一
学
級
あ
た
り
の
児
童
数
で
は
、
神

の
約
五
六
人
に
対
し
て
、
林
田
区
で
は

ハ
ニ
人
強
と
、

一
O
人
近
く
多
く
の
児
童
を

詰
め
込
ん
だ
状
態
で
あ
っ
た
。
教
員
一
人
あ

た
り
の
児
童
数
は
よ
り
深
刻
で
、
林
閉
症
の

場
合
七
五
人
に
達
し
て
い
た
。
こ
こ
に
学
区

統
一
が
市
の
課
題
と
な
る
ひ
と
つ
の
要
因
が

あ
っ
た
。

越
境
遇
学

者
の
増
加

と
こ
ろ
で
、
学
区
統

の
時
間

景
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
注

意
す
べ
き
点
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
越
境
通
学
と
い
う
形
で
行
わ

れ
る
児
賓
の
学
区
間
の
流
動
化
は
、
市
制
施

行
以
前
の
地
域
社
会
を
単
位
と
し
、

一
種
の

地
元
へ
の

H

愛
郷
心
υ

を
も
と
に
教
育
の
普

近代・1見代自主史講話W51ラ



林悶区児＇＆ 1人当たりの経費・施設表 134

6 ＇＜！二5主！三Hf 3年大IE2年

7,854 6 306 4 680 3,473 

7, 775 6, 165 4,922 3,625 

69, 238 51,005 42,438 32,948 

8.82 8.09 9.07 9.49 

人
2,687 
人
3,378 
内

28,018 
f'J 
10. 43 
｝可
8. 29 

i玄内学校通学児波数（A)

阪：内現住就学児すl：数（B)

区内経？常設（C)

一人あたり絞？有資（C/A) 

8.91 8. 27 8.62 9.09 (C/B) I/ 

125 98 78 60 52 
人
51. 7 
人
65.。

数（D)級さ戸

62.8 64.3 60 57.9 一学級あたり児定数（A/D)

62. 2 62.9 63. 1 60.4 (B/D) !/ 

及
を
図
る
学
況
の
存
任
理
由
を
薄
れ
さ
せ
た
。

大
正
一
一
一
年
に
起
き
た
、
民
間
区
と
林
田
区
と
の
間
の
越
境
通
学
者
間

題
（
御
傘
小
学
校
移
転
問
題
）
は
、
こ
の
こ
と
を
典
型
的
に
示
し
て
い
た
。

当
時
、
約
一
二

O
O人
と
い
わ
れ
た
林
田
区
か
ら
陵
商
区
へ
の
越
境
通

の
う
ち
、
御
幸
小
に
通
う
七

O
O人
を
、
林
間
一
弘
の
小
学
校
へ
引

き
と
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
越
境
通
学
が
お
こ
る
こ
と
自
体
林
田
区
の
学

校
経
営
難
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
も
と
の

林
間
区
内
の
小
学
校
へ
転
校
の
対
象
と
な
っ
た
児
童
の
父
兄
が
、

「

修

学
の
中
途
に
在
る
児
童
を
他
校
に
転
校
せ
し
む
る
を
以
て
教
育
上
弊
害

頗
る
多
し
、
｝
「
場
合
に
於
い
て
は
夜
間
区
内
に
転
住
す
べ
き
意
掛
か
｝
有

し
居
れ
り
」

（
吋
神
戸
』
大
正
一
一
一
年
三
月
八
日
）
と
陳
情
し
た
こ
と
に
も
示

資料：叩11戸市統計；！むほか

さ
れ
る
と
お
り
、

よ
り
高
い
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、
地
元
校
よ
り
施

設
の
整
っ
た
他
学
区
の
小
学
校
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

周
辺
部
学
区
も
、
流
出
一
方
で
は
な
か
っ
た
。
林
田
区
の
場
合
を
表

出
で
み
る
と
、
大
正
五
年
以
降
は
、
区
内
の
小
学
校
へ
の
通
学
児
童
数

が
区
内
現
住
児
童
数
を
上
回
っ
て
お
り
、
林
同
区
に
隣
接
す
る
他
町
村

か
ら
の
通
学
者
が
若
干
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
林
田
区
の
経
営
難
は
、

516 第一次大戦後の神戸第三Jlj:



」
う
し
た
流
入
者
を
受
け
入
れ
た
た
め
に
増
栴
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た

初
等
教
育
の

変
容
の
兆
し

政
府
の
臨
時
教
育
会
議
の
設
置
（
大
正
六
年
九
月
）
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
次
位
界
大
戦

期
は
、
教
育
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
大
き
く
見
直
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
大
正
四
年
に
は
、
市
内
児
童

の
就
学
率
も
九
八
%
に
達
し
、
さ
ら
に
は
、
増
大
す
る
高
等
小
学
校
・
中
等
学
校
進
学
者
へ
の
進
路
指
導
な
ど
、
よ
り
高
い
水

準
の
教
育
が
期
待
さ
れ
た
。

ま
た
、
や
が
て
標
準
テ
ス
ト
や
知
能
指
数
の
導
入
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
、
児
童
を
、
統
一
的
な
基
準
の
も
と
に
能
力
主
義

的
に
編
成
す
る
方
向
が
模
索
さ
れ
始
め
た
。
当
時
の
新
聞
が
「
成
る
べ
く
境
遇
を
同
じ
う
す
る
も
の
、
或
い
は
智
能
発
育
の
程

度
相
似
た
る
も
の
を
集
め
て
、
之
を
数
群
と
為
し
、

（
『
神
戸
』
大

各
群
の
性
質
に
応
じ
て
適
切
の
訓
育
を
施
す
を
適
当
と
す
」

学1z：の統一と地域住民組織の動向

1「
ノ、

十
月

日
）
と
い
っ
た
論
説
を
掲
載
し
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
教
育
館
の
変
化
を
背
景
と
し
て
い
た
。

こ
の
初
等
教
育
に
対
す
る
要
求
の
変
化
の
中
で
、
学
区
制
は
①
周
辺
部
学
区
で
は
高
等
小
学
校
の
設
置
が
望
め
な
い
こ
と
、

舎
二
部
教
授
が
、
尋
常
科
の
教
育
す
ら
不
充
分
な
も
の
に
し
て
い
た
こ
と
、
③
経
常
設
が
校
舎
増
設
な
ど
の
臨
時
費
に
よ
っ
て

圧
迫
さ
れ
、
そ
の
た
め
教
員
の
給
与
が
低
く
抑
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
辺
学
誌
を
中
心
に
、
教
員
の
待
遇
が
劣
悪
に
な

る
こ
と
、

し
た
が
っ
て
そ
の
確
保
が
困
難
と
な
る
こ
と
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
も
は
や
存
続
の
窓
義
が
う
す
れ
は
じ
め
て
い
た
。

実
業
補
習
教
育
を
肱
充
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
、
学
一
弘
知
廃
止
を
促
す
安
閑
で
あ
っ
た
。

神
戸
市
の
実

業
補
習
教
育

小
学
校
を
離
れ
た
勤
労
青
少
年
に
、
職
業
に
要
す
る
知
識
や
技
能
を
教
授
す
る
実
業
裕
習
教
育
は
、

日
清
戦

第二節

争
後
、
湊
川
実
業
補
習
学
校
（
淡
東
区
、
明
治
二
十
九
年
創
立
て
兵
庫
実
業
補
現
学
校
（
淡
西
区
、
明
治
一
一
一
十
一
年
創
立
て
神
戸
商
業

補
習
学
校
（
神
戸
医
、
明
治
三
十
一
日
年
創
立
）
の
一
ニ
校
、
が
、
学
区
の
経
営
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
、
ま
る
。

近代.JJH¥ B震災総Nラr7



神戸市実業繍宵学校生徒数等ー

の推移

年度 学級数 教員数 生徒数

人 人

明f合38±1三 29 39 1 101 

39 38 47 1, 311 

40 53 54 2,410 

41 61 58 

42 73 64 4,268 

43 73 66 5,544 

44 76 68 5, 411 

大正 1 87 77 5,801 

2 104 91 7, 161 

3 108 96 7,023 

4 116 103 9,030 

5 122 110 9,923 

6 123 112 10,499 

た
だ
し
、
設
立
後
し
ば
ら
く
の
問
は
、
必
ず
し
も
順
調
な

発
展
を
み
た
わ
け
で
は
な
い
。
校
舎
は
小
学
校
に
併
設
さ
れ
、

教
員
も
そ
の
小
学
校
教
員
の
兼
任
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
実

業
補
習
教
育
と
い
う
よ
り
は
、
小
学
校
の
不
就
学
者
や
欠
席

資料： F神戸市統計：ilii'J

児
童
へ
の
補
習
を
行
う
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
。

こ
う
し
た
実
業
補
習
学
校
も
、
徐
々
に
体
裁
を
整
え
て
ゆ

く
。
ま
ず
、
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
に
湊
川
校
が
東
京
工
業
教
員
養

成
所
か
ら
専
任
教
員
を
招
聴
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
以
後
そ

表 135市
の
規
程
の
改
正
に
基
づ
き
各
校
の
学
期
が
改
め
ら
れ
、
①
週
六
日
制
が
、
隔
日
の
週
一
一
一
日
制
に
、
②
就
学
上
の
難
点
と
な
っ

れ
が
他
校
に
も
普
及
し
た
。
次
に
、
明
治
一
一
一
十
五
年
四
月
、

て
い
た
修
業
年
限
も
、
一
一
カ
年
の
学
年
制
が
六
カ
月
の
学
科
制
に
変
更
さ
れ
た
。
教
科
の
内
容
を
み
て
も
、
読
書
・
習
字
・
算

術
の
ほ
か
に
、
英
語
や
法
律
・
商
業
・
機
械
・
製
図
・
簿
記
と
い
っ
た
実
業
に
即
し
た
科
目
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て
、
生
徒
数
も
、
表
出
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、

日
話
戦
争
以
降
、
増
加
の
傾
向
を
示
し
は
じ
め
る
。

補
習
教
脊

の
婆
誇

か
の
方
面
か
ら
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。

実
業
補
習
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
の
職
工
養
成
の
観
点
や
、
社
会
政
策
的
側
面
な
ど
、

い
く
つ

川
市
内
大
工
場
の
嬰
求
。
こ
こ
で
は
、
川
崎
造
船
所
（
現
川
崎
重
工
）
の
場
合
を
例
に
み
て
み
よ
う
。
同
造
船
所
は
、

明
治
田

十
四
年
五
月
以
降
、
湊
川
、
兵
庫
の
両
校
と
提
携
し
て
、
社
費
通
学
を
実
施
し
、
市
内
補
習
教
育
普
及
の
旗
手
的
存
在
で
あ
っ

ラi8第一次大戦後の神戸第三主主



t~二
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
造
船
所
も
当
初
か
ら
補
習
教
育
を
推
進
し
た
の
で
は
な
い
。
設
立
（
明
治
二
十
九
年
）
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、

船
大
工
な
ど
の
伝
統
的
な
職
穏
を
含
み
こ
ん
だ
事
情
か
ら
、
年
少
労
働
者
の
技
能
養
成
も
、
そ
う
し
た
親
方
的
熟
練
職
工
の
下

で
見
ょ
う
見
ま
ね
で
行
わ
れ
、
伝
統
的
な
徒
弟
教
育
の
頭
越
し
に
、
学
校
教
育
を
注
入
す
る
こ
と
に
は
罰
難
が
あ
っ
た
。
事
実
、

捺
川
校
で
は
、
明
治
四
十
年
段
階
で
、
食
生
徒

0
0
0人
の
う
ち
、
問
所
の
職
工
は
わ
ず
か
八

O
人
前
後
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

川
崎
造
船
所
で
実
業
補
習
教
育
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
は
、

日
露
戦
争
後
か
ら
、
特
に
造
船
需
要
の
治
加
す

る
第

次
監
界
大
戦
期
に
か
け
て
の
時
期
で
、
生
産
技
術
の
発
展
に
応
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
手
工
的
熟
練
で
は
賄
い
え
な
い
知

的
熟
練
（
実
験
工
、
分
析
工
、
製
図
工
な
ど
）
が
必
要
と
な
っ
た
段
階
に
お
い
て
で
あ
る
。

学区の統一と地峡住民組織の動向

明
治
問
十
一
一
一
年
、
社
長
松
方
幸
次
郎
と
、
湊
川
校
校
長
寺
崎
九

郎
、
湊
東
区
教
育
会
会
長
大
鹿
竹
四
郎
と
の
間
で
、
造
船

所
・
湊
川
校
の
連
絡
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、

「
尚
子
科
目
の
種
類
、
程
度
、
修
業
期
間
、
授
業
時

間
に
関
し
て
は
造
船
所
よ
り
希
望
を
申
込
む
こ
と
を
得
」
な
ど
の
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
、
造
船
所
の
要
望
が
相
当
容
れ
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

造
船
所
の
側
で
も
、
明
治
四
十
万
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
日
給
五

O
銭
以
下
の
職
工
と
図
工
に
限
ら
れ
て
い
た
社
費
入
学
の
範

聞
を
、

日
給
鶴
制
限
の
撤
廃
、
職
工
・
図
工
・
写
真
工
の
ほ
か
、
庫
番
、
給
仕
、
小
使
に
ま
で
広
げ
、
教
科
書
・
文
房
一
兵
の
支

給
・
貸
与
、
さ
ら
に
は
成
績
優
秀
者
に
は
臨
時
増
給
な
ど
の
特
典
を
つ
け
て
就
学
を
奨
励
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
に
は
、
湊

第二節

川
・
兵
庫
間
校
へ
の
造
船
所
通
学
者
は
、
前
後
期
あ
わ
せ
て
ニ
一
三

四
人
に
達
し
た
。

川
崎
造
船
所
以
外
に
も
、
神
戸
瓦
斯
会
社
、
一
一
一
菱
造
船
所
、
神
戸
製
鋼
所
、
鉄
道
省
線
工
場
、
一
一
一
菱
銀
行
、
一
一
一
井
物
産
な
ど
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い
る
。

i尉II実業補望号学校にも使用された，淡Jll尋常高
等小学校

写真 32

が
、
就
学
の
奨
励
を
行
っ
た
。

ω社
会
政
策
的
要
求
。
実
業
補
習
教
育
は
単
に
大
企
業
の
要
望
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

貧
国
者
住
民
の
子
弟
に
対
す
る
教
育
と
し
て
、

一
績
の
社
会
政
策
の
意
味
か
ら
も
住
目

さ
れ
て
い
た
。

一
般
実
業
補
習
教
育
な
る
も
の
は
、
一
ト
隠
質
問
者
の
子
弟
を
お
的
と
し
て
、
之
に

必
要
な
る
職
業
教
育
を
施
す
を
主
眼
と
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
旨
な
述
べ
ん
と
す
。

（
略
）
中
等
学
校
を
増
設
し
て
、
学
費
の
控
富
な
る
子
弟
を
収
容
し
、
実
業
補
習
学

校
を
し
て
、
学
費
に
乏
し
き
子
弟
、
を
収
捺
せ
ば
、
義
務
教
育
を
延
長
し
て
、
貴
族

臭
味
の
教
育
を
発
展
せ
し
む
る
の
必
要
も
無
か
ら
ん
。
是
れ
、
社
会
政
策
に
関
係

せ
る
教
育
上
の
重
大
問
題
な
り
。
（
『
神
一
F
b
大
正
六
年
五
月
九
日
）

山
｛
子
区
と
補

習
教
育

大
正
六
年
七
月
、
市
内
一
一
一
実
業
補
習
学
校
長
は
、
清
野
長
太
郎
兵
感
県

知
事
の
諮
問
を
う
け
、
補
習
教
脊
の
振
興
策
に
つ
い
て
答
申
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
の
中
で
、
学
区
制
と
補
習
教
育
振
興
と
の
間
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

そ
の
矛
盾
と
は
、
第
一
に
、
葺
合
、
林
田
の
両
学
誌
に
、
現
状
の
ま
ま
で
は
補
習
校
が
設
置
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
お
の

答
申
に
よ
れ
ば
、
増
設
に
要
す
る
経
費
は
、
概
算
で
四
四
五
九
円
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
が
、
小
学
校
の
経
営
に
す
ら
あ
え
い

で
い
る
向
学
区
に
、
そ
の
負
担
な
強
い
る
こ
と
は
関
難
で
あ
っ
た
。
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第
二
に
、
現
存
す
る
一
一
一
補
習
校
の
通
学
児
童
の
半
分
は
区
外
通
学
者
で
、

「
区
外
通
学
者
の
最
も
多
数
を
占
む
る
は
菩
合

林
田
両
区
」
（
『
神
戸
』
大
正
六
年
七
月
二
十
二
日
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
周
辺
部
の
学
区
の
青
年
層
が
、

い
き
お
い
既
存
の
三

校
に
流
入
し
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
を
有
す
る
湊
東
・
湊
西
・
神
戸
の
一
一
一
学
区
は
、
こ
れ
ら
一
除
外
通
学
者
の
経
費
を
も
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
補
習
学
校
の
経
営
を
学
区
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
こ
と
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、
大
正
六
年
十
月
、

市
学
務
委
員
会
よ
り
市
長
あ
て
に
、
実
業
補
習
学
校
市
営
化
の
建
議
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、

「
其
一
袋
而
は
、
例
の
学
区
統

問
題
の
前
提
と
し
て
瀬
踏
を
為
さ
ん
と
せ
る
も
の
L
q神
戸
』
大
正
六
年
十
月
二
十
九
日
）
と
観
測
さ
れ
た
よ
う
に
、
学
医
統
一
間

題
と
表
哀
を
な
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
企
業
の
職
工
養
成
の
た
め
の
実
業
補
習
教
育
の
観
点
か
ら
も
学
区
鹿
止
が
要
求
さ
れ

学区の統一と地域住民組織の動向

る
よ
う
に
な
っ
た
。大

正
六
年
、
清
料
判
長
太
郎
兵
庫
県
知
事
よ
り
、
市
会
お
よ
び
区
会
に
対
し
て
学
区
制
廃
止
が
諮
問
さ
れ
た
。
こ

学
区
統

の
過
程

れ
に
よ
り
市
会
は
同
年
五
月
、
調
査
委
員
会
を
結
成
し
、
こ
の
間
趨
に
関
す
る
議
論
が
本
格
化
し
た
。

学
思
統
一
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
統
一
論
は
、
尋
常
小

学
校
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
等
小
学
校
、
実
業
補
習
学
校
を
も
市
営
化
す
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
向
調
査
委
員
会
が
、

翌
七
年
二
月
に
作
成
し
た
統
一
案
の
骨
子
は
、
大
要
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω尋
常
小
学
校
、
高
等
小
学
校
の
市
営
化
（
実
業
補
期
間
学
校
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
併
行
し
て
市
営
化
案
が
出
さ
れ
る
）
。

∞
一
一
部
教
授
の
撤
廃
。
学
校
、
教
室
の
治
設
。

第二節

手
工
、

裁
縫
、

唱
歌
等
の
た
め
の
特
別
教
室
の
設
設
。

(3) 
3理
科

図
工
、
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制
こ
れ
ら
に
必
要
な
費
用
、
お
よ
び
、
区
費
公
債
償
還
の
た
め
の
費
用
、
あ
わ
せ
て
二
九
六
万
四
一
一
六
六
円
は
、
市
が
教

育
公
債
を
発
行
し
て
賄
う
。
償
還
財
源
は
、
家
屋
税
の
増
徴
を
こ
れ
に
あ
て
る
。

例
区
有
財
産
の
う
ち
、
学
校
基
本
財
産
は
こ
れ
を
市
に
無
償
寄
付
、
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
財
政
区
を
設
け
存
続

す
る
。

以
上
の
案
に
対
し
て
各
学
区
の
対
応
は
、
そ
の
推
進
を
求
め
る
耳
合
・
践
・
林
田
の

反
対
を
と
な
え
る
神
戸

決
東
・
焼
四
の
一
一
一
学
医
と
い
う
よ
う
に
、
明
確
に
そ
の
対
応
が
分
か
れ
た
。

」
の
う
ち
、
後
者
の
反
対
の
娘
拠
は
、
第

に
、
元
来
家
屋
税
の
み
が
教
育
費
に
充
当
さ
れ
、
そ
の
負
担
が
不
合
理
で
あ
る

こ
と
、
第
二
に
学
区
の
廃
止
に
よ
っ
て
「
愛
校
の
並
大
風
」
が
減
退
す
る
こ
と
、
ま
た
、
学
校
問
題
、
が
往
々
に
し
て
市
会
に
お
け

る
政
治
対
立
の
も
と
と
な
る
こ
と
、
第
一
一
一
に
先
進
校
が
後
進
校
の
為
に
一
時
そ
の
進
歩
を
阻
止
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に

あ
っ
た
（
七
年
十
月
二
十
八
日
の
つ
符
中
市
L

『
区
会
委
長
会
ニ
関
ス
ル
必
要
記
録
』
）
。

こ
の
根
強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
問
題
は
結
局
七
年
四
月
十
二
日
、
市
会
で
委
員
会
案
を
一
部
修
正
の
上
可
決
、
十

一
一
月
十
七
日
に
は
県
参
事
会
で
も
統
一
案
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
学
反
一
統

が
決
定
し
た
。

統
一
案
が
承
認
さ
れ
た
則
市
川
と
し
て
は
、
第
一
に
、
家
屋
税
の
徴
収
方
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
れ
は
、
街
誌
に
よ
る
等
級

の
等
級
を
加
味
し
て
全
市
に
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
賦
課
伺

数
の
総
数
が
増
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
間
絡
差
が
一
応
是
正
さ
れ
た
。

第
二
に
、
大
正
六
年
、
民
会
条
例
の
改
正
（
学
区
内
区
議
定
員
配
分
の
変
更
）
に
よ
り
、
区
会
内
の
勢
力
阻
践
に
変
動
が
お
こ
っ

て
い
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一
際
凶
区
で
は
、
明
治
以
昨
開
発
さ
れ
た
兵
庫
電
気
軌
道
線
以
北
（
羽
坂
・
塚
本
述
以
北
）
の
地
区
に
、
は
じ
め
て
夜
議
’
定
数
六
名

が
割
当
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
旧
兵
庫
の
諸
町
（
附
方
、
北
浜
、
南
浜
）
に
独
占
的
に
握
ら
れ
て
い
た
区
会
に
、
こ
れ
ら
住
民
が
一

定
の
発
一
一
一
口
力
を
持
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

神
戸
区
で
も
、

の
定
数
変
更
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
直
後
（
大
正
七
年
）
の
ぼ
一
議
選
で
は
、
従
米
優
位
な
占
め
た
政
友
・
国

民
党
系
以
外
に
、
野
田
文
一
部
ら
憲
政
会
系
の
区
議
が
、

と
称
し
て
進
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
寓
以
前
尚
子
底
で
も

内
部
に
地
域
開
・
政
党
間
の
対
立
が

層
激
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
屋
税
改
正
に
伴
う
市
内
選
挙
権
者
数
の
変
動
は
、
こ

う
し
た
地
区
の
動
指
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
市
会
議
員
に
対
す
る
学
区
有
力
者
の
圧
力
の
低
下

が
、
学
伝
統
一
に
道
を
開
い
た
。

学＼Z:の統一と地域住民組織の動向

東
川
崎
の
前
間
設
公
的
問
一
一
一
六
日
市
会
議
員
）
の
処
へ
出
か
け
た
湊
西
区
（
淡
東
カ
）
の
連
中
な
ぞ
は
、
什
う
前
田
君
、
が
一
…
一
一
口
つ

て
も
時
据
っ
て
動
か
な
い
で
取
出
を
一
夜
ふ
。
「
幾
嶋
一
す
諮
述
が
言
っ
て
も
接
の
学
託
統
一
一
賛
成
は
什
う
あ
っ
て
も
動
か
な
い
」

と
前
回
設
が
突
放
し
を
や
る
と
、

の
地
盤
が
什
う
成
っ
て
も
買
い
か
L

と
情
鳴
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
前

m君
は
、
（
尚
子
ぽ
有
力
者
が
）
頑
と
し
て
動
か
な
か
っ
た
程
度
よ
り
（
そ
の
意
志
が
）
強
か
っ
た
の
で
、
遂
に
本
陣
を
引
上
げ
た
。

（
『
又
新
』
大
正
八
年
二
月
一
日
）

と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
こ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
た
。

ま
た
、
学
校
関
係
以
外
の
区
有
財
産
を
も
っ

は
、
別
に
財
産
誌
と
し
て
存
続
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
統
一
論
通
過
に

第二節

と
っ
て
大
き
な
姿
悶
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
大
正
八
年
一
一
一
月

臼
を
も
っ
て
、
学
医
は
市
に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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3 

学
区
統
一
後
の
教
育

学
区
統
一
後

の
初
等
教
育

大
正
末
期
の
市
の
初
等
教
育
は
、
学
区
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
一
定
の
変
容
を
み
た
。

ま
ず
、
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
学
区
ご
と
の
格
差
は
、
お
お
ま
か
に
は
解
消
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
。
表
山
よ
り
学
区
統
一
以
後
の
神
戸
芭
と
林
田
区
と
を
比
較
す
る
と
、

学
級
あ
た
り
の
児
童
数
・
一
教
員
あ
た
り
の
児

輩
数
と
も
に
、
両
区
と
も
五

O
人
前
後
の
数
値
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
過
去
の
一
学
級
七

O
人
と
い
う
よ
う
な
超
過
街
状
態
は
、

徐
々
に
姿
を
消
す
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
教
員
の
待
遇
に
も
改
善
が
加
え
ら
れ
た
。

か
つ
て
小
学
校
教
員
は
、
そ
の
待
遇
の
劣
悪
さ
か
ら
「
小
学
教
員
と
巡

査
と
は
、
成
金
に
対
照
し
て
、
其
の
生
活
の
哀
れ
さ
を
誠
は
れ
、
往
々
に
し
て
滑
稽
の
材
料
に
ま
で
も
供
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
は
、

気
の
毒
千
高
の
事
也
」
（
『
神
戸
』
大
一
比
六
年
九
月
二
十
日
）
と
評
さ
れ
た
。
ニ
部
教
授
の
よ
う
な
過
酷
な
業
務
は
教
員
の
健
康
を
蝕

ん
だ
。
大
正
四
年
七
月
現
在
、
教
員
七
二

名
中
、
疾
病
あ
る
も
の
は
七
回
名
で
、
全
体
の
約
一
割
に
及
ん
で
い
た

（『神一戸』

大
一
比
四
年
七
月
六
日
）
。

そ
の
よ
低
賃
金
で
あ
っ
た
た
め
、

教
員
の
確
保
が
国
難
と
な
っ
た
。
ま
た
「
小
学
校
教
員
等
が
、
監
督

官
庁
か
ら
辞
令
を
貰
ひ
乍
ら
、
待
遇
上
の
実
権
は
一
切
区
会
議
員
の
手
中
に
握
ら
れ
て
居
る
。
俸
給
は
学
誌
の
誼
接
支
弁
で
あ

る
か
ら
全
然
学
区
に
傭
は
れ
て
居
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
」
（
『
神
戸
』
大
正
六
年
十
一
月
一
日
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
教
員
は
地

一
冗
の
有
力
者
に
も
気
を
つ
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

学
区
の
統
一
と
そ
れ
に
先
立
つ
義
務
教
育
費
留
庫
補
助
の
実
施
（
大
正
七
年
）
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
一
定
程
度
改
品
一
瞥
し
た
。

ラ24第三主主第一次大戦後の神戸



学区の統一と地域住民組織の動向

次［甲南数I~島 A/C憎ん）数式市 A/C

店刊日~i；：日目
表 136

第二節

戸
十，今」

表
山
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
教
員
給
が
増
加
し
た
。
大
正
十
四
年
の
内
閣
調
査
が
示

す
よ
う
に
市
内
工
場
労
働
者
の
勤
労
収
入
は
九
七
円
六
一
一
一
銭
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
ほ
ぼ
近

い
程
度
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、

他
方
大
正
十
一
年
に
は
、

こ
れ
に
伴
な
っ
て
教
員
数
も
徐
々
に
増
加
し
た
（
表

校
長
・
訓
導
の
更
迭
が
大
規
模
に
行
な
わ
れ
る
な

ど
（
校
長
二
人
、
訓
導
三
百
人
の
異
動
実
施
）
、
市
の
教
員
に
対
す
る
権
限
も
強
ま
っ
た
。

第
一
一
一
に
、
小
学
校
の
新
築
・
増
改
築
も
、新
設
五
校
、
増
改
築
一
一
一
校
、

閥
次
に
わ
た
る
拡
充
計
画
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

第
二
次
（
入
l
十
二

年
）
に
は
、

た
。
第
一
次
（
大
正
八
J
九
年
）
で
は
、

新
設
問
校
、
増
改
築
の
ベ
ニ
五
校
と
い
っ
た
具
合
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
が
増
加
し
た
。

ま
た
こ
の
頃
か
ら
鉄
筋

第
四
に
、
従
米
学
区
制
下
に
あ
っ
て
は
、
地
元
と
学
校
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
通
学
区

達手？吉小学校本科IE教
員1人当たりの月給
平均額の撚移

表 137
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尋常小学校教

員数の舵移

人
597 ( 7 ) 

657 ( 2 ) 

695 ( 2) 

774 ( 3) 

808 ( 5) 

912 (12) 

949 (10) 

1, 109 (18) 

1, 176 (22) 

1, 252 (13) 

1, 324 (14) 

1,283(9) 

1, 283 (13) 

1, 404 (15) 

1,417(15) 

教員数

表 138

度

大正 2＂＇~ 
3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

1113和l

2 

F
4
J
 

(li') カッコ内は代別教只数

資料：叩11戸Tli"統言1-fJJJ

域
の
変
更
は
容
易
に
実
現
し
な
か
っ
た
た
め
、
超

過
衛
校
と
そ
う
で
な
い
学
校
と
の
格
差
が
哨
大
し

て
い
た
が
、
右
の
校
舎
の
増
設
に
伴
っ
て
、
大
正

十
五
年
通
常
区
域
の
変
更
も
実
施
さ
れ
た
G

こ
の

時
の
改
正
案
は
、

日
間
等
各
小
学
校
な
そ
れ

ぞ
れ
分
離
独
立
さ
せ
、

八
高
等
小
川
子
校
を
設
伎
、

こ
れ
に
関
連
し
て
尋
常
小
学
校
の
通
学
区
域
を
変
史
、
悶
時
に
男
女
共
学
制
を
採
っ
て
学
級
の
整
理
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
は
、
長
狭
小
学
校
な
ど
廃
止
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
神
戸
庶
な
ど
地
元
の
机
氏
の
反
対
運
動
を
ひ
き

起
こ
し
た
が
、
大
正
十
五
年
一
一
一
月
十
五
日
の
市
会
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
通
学
区
域
、
お
よ
び
学
級
の
整
測
に
も
と
づ
き
、
同

（
以
上
、
立
合
医
）
、

年
四
月
よ
り
、
懸
案
で
あ
っ
た
二
部
教
授
が
廃
止
さ
れ
、
ま
た
、

Mm立
高
等
小
学
校
と
し
て
、
野
崎
、

中
官
、
長
狭
（
以
上
、
神
戸
…
色
、
楠
（
淡
京
区
）
、
兵
庫
、
間
抑
制
糾
（
以
上
、
淡
西
広
）
、
若
松
（
林
川
区
）
の
各
校
が
設
置
さ
れ
た
。

同
二
子
仁
・
口
コ
y
w仇
・
市
必
需
£
A
f

コb
人

l
i

：
μに
釘
国
主
日

L

雨
ト
ヰ
寸
：

H
B
W即
ゴ

ソ

2
0
お

4
U北
4
1中
カ
d
q／
ふ

D
d
c
j

第
五
に
、
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
別
教
窓
や
付
属
準
備
室
の
整
備
が
行
わ
れ
、
理
科
教
育
や
国
史
・
地
理
・
算
術
・
関

ま
た
、
教
育
内
容
と
と
も
に
先
主
の
成
績
評
価
な
ど
の
方
法
が
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
つ
大
正
十
五
年
J

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
神
戸
市
教
官
会
機
関
紙

昭
和
二
年
に
は
、
神
戸
市
で
は
じ
め
て
「
低
能
児
調
査
L

が
実
施
さ
れ
、
知
能
指
数
を
取
り
入
れ
た
児
童
の
相
対
評
価
が
行
わ

っ
成
績
考
査
法
に
つ
い
て
L

と
い
っ
た
論
文
が
掲

紙
上
で
は
、

載
さ
れ
、
様
準
テ
ス
ト
の
導
入
が
提
唱
さ
れ
た
。
神
戸
小
学
校
ほ
か
二
、
三
校
で
も
素
質
検
査
や
教
育
制
定
（
学
び
得
た
カ
の
測

ラ26tn三Jji: in決大戦後の事11p



｛
必
）
な
ど
、

「
教
育
事
実
に
関
す
る
研
究
L

が
推
進
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

」
の
時
に
は
、
統
一
的
基
準
の
も
と
で
、
児
童
の
能
力
を
他
と
の
比
較
の
も

と
に
位
置
づ
け
て
ゆ
く
方
法
が
徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ

学
区
統
一
は
、

能
力
の

の
判
定
者
で
あ
る
教
員
の
待
遇
改
議
止
玄
関
る
な
ど
、

査
を
統
一
し
て
抱
握
、
能
力
別
に
編
成
す
る
た
め
に
も
必
要
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
全
市
の
共
通
の
教
育
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

学
区
統
一
後

の
裕
明
日
教
育

学
区
の
統
一
は
、
市
内
の
実
業
補
習
教
育
に
も
大
き
な
影

響
止
を
与
え
た
。
ま
ず
、
懸
案
で
あ
っ
た
補
習
校
の
増
設
が
、

学区の統一と地域住民組織の動向

大
正
八
年
以
降
逐
次
実
現
し
た
。
同
年
の

－
林
田
の
二
校
、
大
正
十
一

年
の
若
葉
（
一
致
合
区
）
、
漆
山
（
淡
ぽ
）
、
東
須
際
（
須
際
区
）
、
頭
佐
（
淡
泊
一
民
）
の

各
校
が
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
十
一
年
四
月
に
は
、
補
習
学
校
の
名
称
が
、
市
立
臨
工
実
修
学
校

の
; JC 

に
改
め
ら
れ
、
同
時
に
市
立
商
工
実
修
学
校
学
則
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
木
科
止
を
前
・
後
期
令
ニ
カ
年
の

年
制
と
し
、
前
期
は
尋
常
小
学
校
の
卒
業
者
、
後
期
は
前
期
の
修
了
者
お
よ
び
高
等
小
学
校
の
卒
業
者
を
対
象
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
第
ニ
に
、
従
来
の
修
業
年
限
六
カ
月
の
科
目
制
度
に
よ
る
学
級
は
専
修
科
と
し
て
こ
れ
を
残
し
、
長
期
間
の
本
科
へ
の

第二節

者
に
鏑
別
の
科
目
を
専
修
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

就
学
に
耐
え
な
い
も
の
を
収
容
す
る
こ
と
と
し
た
。
第
一
一
一
に
、
新
し
く
高
等
科
を
設
け
、
本
科
卒
業
者
お
よ
び
中
等
学
校
卒
業 大関尋常小学校の算術の学習

近代・現代)j王リミ議ill'/

写真 33

ラ27



淡川商工実修学校の

教育科目（大正15年〕

表 139木
季l

物理 T~f

化学科

応用力学科

機械製図科

普通製関手i
建築製図科

工場実践科

電気科

造船炉

内燃機科

実地工作科

修身許｜

悶語科

習字科

算術科

珠算宗i
幾何代数科

実用数学科

英語科

英語会話料

法11括経済利

簿記科

資料 F神戸市立湊川商工災修学

校三十年間顧録J

な
お
、
も
う
一
つ
の
懸
案
で
あ
っ
た
教
員
の
待
遇
に
つ
い
て

も
、
実
業
学
校
令
に
も
と
づ
く
こ
と
と
し
た
た
め
、

一
定
の
向

上
が
み
ら
れ
た
。

」
う
し
て
、
市
の
実
業
補
習
教
育
は
、

一
層
の
施
設
の
充
実

を
み
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
次
に
湊
川
校
を
事
例
に
、
学
区

統
一
の
実
際
を
示
し
て
お
こ
う
。

は
問

O
人
で
あ
り
、

一
一
一
学
級
、
専
修
科
二
九
学
級
、
生
徒
数
九
九
七
人
で
、
表
問
の
よ
う
に
、
様
々
な
学
科
が
教
授
さ
れ
て
い
る
。
教
員
数

大
正
十
五
（
昭
和
一
3
年
度
を
例
に
と
る
と
、
間
接
川
校
で
は
、

そ
の
職
業
加
内
訳
を
示
す
と
表
出
の
と
お
り
と
な
る
。
専
任
や
小
学
校
教
員
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
川
崎

造
船
所
を
は
じ
め
倒
別
企
業
や
同
業
組
合
か
ら
教
員
が
派
泣
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
市
内
の
鴎
工
業
と
街
援
に
連
繋

が
保
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
市
の
補
習
教
育
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

生
徒
の
内
訳
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
尽
に
つ
く
の
が
、
開
校
入
学
郊
の
学
歴
で
あ
る
。
表
山
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
等
小

学
校
卒
業
生
が
尋
常
小
卒
業
者
を
上
回
っ
て
最
も
多
く
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
以
降
、
大

工
場
が
見
低
い
職
工
の
入
職
資
格
を
高
等
小
学
校
卒
業
者
に
引
き
上
げ
た
た
め
も
あ
り
、
当
時
高
等
小
学
校
へ
の
入
学
者
が
増

加
し
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。

ま
た
、
表
山
を
見
る
と
、
年
齢
的
に
は
一
四
歳
以
上
二

O
歳
未
満
が
五
八
一
一
一
人
と
最
も
多
く
、

し
か
し
一
方
で
二
五
歳
を
越

え
る
も
の
が
合
計
二
ハ
一
人
も
あ
り
、
補
留
校
へ
入
学
す
る
も
の
の
年
齢
層
の
広
さ
が
う
か
が
え
る
。

528 in一次大戦後の神戸第三主主



学区の統一と地域住民組織の動向第二節

淡川商工実修学校教員の

職業別内訳 （大lElS年）

表 140淡川商工実修学校在学生

の年齢別内訳（大正15年〉

表 142

数

人
8 

10 

7 

2 

1 

1 

1 

1 

5 

1 

1 

1 

1 

人業II世数

14歳未満

14歳以上～20歳未満

20歳以ヒ～25歳未lillu

25歳以上～30歳米満

30歳以上～

人
126 

583 

126 

108 

53 

人臨令~l三

資料： r神戸市立淡JI＼商工5程修竿校三ト
年間顧録a

淡川商工実修吉't-
校在学生のl絞業
日I］内訳（大IE15年）

表 143

数

資料： r神戸市立湊JI＼官官工災修学校三十

年倒産員録3

淡川商工突修学

校在学生の入学

前の学歴

（大正15年）

表 141

数

人
556 

301 

95 

14 

30 

高等小学校卒業

尋常小学校卒業 i

尋常小未卒業｛

中学校卒業

その他

人歴学

淡 Jll 校専任 i

小学校訪I¥ 導

その他の学校教員

11 公

会計土

銀行員（十五銀行）

神戸商業会議所員

鈴羽Hi紡総会社社負

J¥I的造船所技師
事1l戸冥間同業組合理事
笠芥街路神戸支店社員

自営業

外閑人議応IT

40 計ぷ当、
に1

人

0

7

4

3

8

2

5

7

9

7

6

6

〆
0
1
A

噌

i

q

d

Q
ノ

ハ

U

n

y

r

h

u

必斗

4
1

人

所

各

局

社

街

行

社

浴

場

場

宅

他

器
市理主

会

船

道

気

ス

品HJ 工

工

造

欽

旧

国

ガ

骨

口

銭

会

商

印

雑

自

そ の

資料：叩11戸市立淡JI＼掬工災修
学校三十年間顧録a

食料： T事11戸市立記号Jl¥jf,q工

災修学校三十年回

顧録a

近代・現代1~：史総W529 



次
に
、
入
学
し
た
生
徒
の
職
業
別
内
訳
（
十
一
次
川
）
で
は
、
川
崎
・
一
一
一
菱
を
は
じ
め
と
す
る
造
船
所
関
係
が
最
も
多
く
間
六

O
人

を
か
ぞ
え
、
そ
の
他
、
鉄
道
省
、
電
気
品
、

ガ
ス
会
社
等
の
有
力
工
場
、
事
務
所
、
官
公
庁
や
銀
行
な
ど
の
従
業
員
を
加
え
る

と
、
六
四
九
人
と
な
り
、
全
体
の
六
五
%
な
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
職
種
別
に
み
て
も
、
機
械
工
会
一
一

一
人
）
、
電
気
工
（
一
一

三
人
）
、
造
船
工
（
九
八
人
）
な
ど
が
上
伎
を
占
め
て
お
り
、
湊
川
校
か
ら
み
る
探
り
、
市
の
実
業
捕
習
教
育
は
、
市
内
の
有
力
金

業
、
官
公
庁
に
勤
め
る
青
年
簡
を
教
育
す
る
場
で
あ
っ
た
。
貧
困
者
の
子
弟
へ
の
教
育
と
い
う
側
聞
は
、
必
ず
し
も
速
成
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

4 

神
戸
市
青
年
間
の
成
立

神
戸
市
青
年

屈
の
起
源

神
戸
市
に
お
け
る
青
年
間
（
会
）
は
、
近
肢
の
若
衆
組
な
ど
を
起
源
と
す
る
も
の
よ
り
は
、

日
高
戦
争
後
の
地

ガ
改
良
述
動
を
出
発
点
と
す
る
、
内
務
・
文
部
河
翁
の
指
導
に
よ
っ
て
成
zV一
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表

出
は
、
大
正
六
年
に
活
動
し
て
い
る
青
年
間
（
会
）
の
一
覧
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
一
一
一

O
団
体
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、

日
採
戦
争
以
前
に
設
立
さ
れ
た
も
の
は
、
一
一
一
団
体
し
か
み
え
ず
、

日
鋭
戦
争
後
に
そ
の
多
く
が
結
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
時
期
の
主
な
活
動
内
容
を
み
て
み
る
と
、
講
演
会
の
開
催
や
矯
風
、
表
彰
活
動
と
な
ら
ん
で
、

日
常
的
活
動
の

一
つ
と
し
て
夜
学
会
を
行
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

家
庭
の
経
済
的
事
情
な
ど
に
よ
り
小
学
校
に
通
学
で
き
な
い
児
童
に
対
し
て
の
代
用
教
育
と
し
て
の
夜
学
校
は
、
明
治
何
十

何
十
代
を
中
心
と
す
る
時
期
に
、
校
数
・
児
来
数
と
も
地
加
す
る
。
明
治
四
十
三
年
を
例
に
と
れ
ば
、
そ
の
児
主
数
は
実
数
で
二

ラ30;:ff三本第一次大戦後の神戸



八

O
O人
を
超
え
、
こ
れ
は
神
戸
市
川
口
寸
前
児
玄
全
体
の
約
五
%
、
全
就
学
児
童
数
の
七
・
九
%
に
述
し
て
い
た
。
青
年
間
は
、

」
う
し
た
貧
闘
な
家
庭
の
児
主
に
対
す
る
夜
学
校
へ
の
入
学
奨
励
や

総
織
と
し
て
、
ま
ず
そ
の
発
注
を
み
る
。

学区の統一と地域住民組織の動向第二節

大正6年現在神戸市内青年聞の一覧表 144

年絞投容内動志向創立年月

年月
明治 44. 9 

二三11:: 5. 5 

名

会

会

｝王L
lf 

呉
市
H

浜
メλ
口

総務・夜学校

総務・焔)!U¥

講演・夜学

'ff{lt主ミ・ f文学

巡回・務総

明治 29. 2 

// 40. 11 

大IE 2. 11 

明治 41. 5 

// 45. 5 

神戸選管数百年会

徳 j派青年会

海産物貿易青年会

事t1戸貿易青年会

天理教兵神青年会

やjl

jコ

！芸了

東 JI＼的青年会；明治 43.9 

古淡通青年会；；d二 5.3 

多開通六丁目？九年会； グ 6. 6 

78 

101 

115 

115 

180 

208 

72 

詳

35 

不詳

312 

乃三

子f

仏教務友青年会 i明治 45. 4 I講演・説教
j仏教青年会i大IE 4. 2 I講演・附
；東山町一了間！？年会； グ 2. 7 ！総務i・表彰

1:t~I 東山町二丁目青年会； グ 3. 8；奇心災

東出町三丁目青年会； グ 5. 2 ；講演・践＂I~
今出夜家 II司令岩下iコ グ 1. 9 i講演

和節約百！了和合会； グ 3. 7；言奇抜・！良司3・矯トir1¥
兵庫仏教青年会！明治 44. 2 I講演

区！神港仏教青年会； 不詳 ： 不
川主！！. 青年会；火IE 5. 4 I講話
東 沢 ？！？ 主I~ 会：明治 38.7；講演・干支学
実 践 会 i大正 4. 7；講演・武術・体育

んいい！？。
、一一日

四

に
対
す
る
補
習
教
育
を
行
う

水産青年会i不詳；不詳 i 100 

1駒ヶ＊＊青年会； 不在手 講演・子文学 60 
;};J;1 ' 
駒ヶ林関昔話青年会り（1[ 2. 5 ！講演・続Jlli＼・復学 i 45 

野佼l青年義会；明治 35. 1 ：講演 93 

濁尻池村青年会；か 43.4；講演 60 

浜 1.Li有隣青年会； グ 44. 11 i訴訟'i.体育・夜学 i 31 
古悶新測す年会 j大正 3. 9；講演 l不詳

炎回青年信談会 j明治的. 1 I講演・矯風 1,356 

昨

μ

区

資料： F神戸市統計脅」（大IE6年〉

近代・現代)l表9.:繍N53r 



悶
鐙
戦
争
後

の
青
年
図

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
青
年
間
の
活
動
は
必
ず
し
も
順
調
な
発
達
を
み
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、

こ
の
当
時
新
閣
に
掲
載
さ
れ
た
投
書
に
「
近
頃
模
範
青
年
会
だ
と
か
、
補
習
教
育
に
尽
力
す
る
と
か
で
、
表

ど

ん

な

移
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
果
た
し
て
什
慶
工
合
に
事
業
が
出
来
て
成
践
が
何
う
挙
が
り
つ
つ
あ
る
か
と
、
二
、
一
一
一
の
育

ま
る
で

年
会
を
覗
い
て
見
た
が
、
会
員
は
何
れ
も
、
多
き
は
一
一
一
十
人
を
出
で
ず
、
少
な
き
は
十
人
位
の
も
あ
る
。
其
遺
り
方
は
宛
然
児

戯
に
等
し
い
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
」
（
『
又
新
』
明
治
四
十
二
年
四
月
二
十
七
日
）
と
の
批
判
が
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
会
活
動

そ
の
も
の
が
少
人
数
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
大
正
六
年
段
階
で
一
一
一

O
団
体
の
田
員
数
を
合
計
し
て
も
五
八

O
五
人
で

あ
り
、

お
よ
そ
全
市
の
青
年
間
併
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
、
ま
だ
全
市
の
青
年
を
組
織
す
る
ま
で
に
広
が
り
を
も
た
な
い
理
由
に
は
、
内
務
省
・
文
部
省
を
は
じ
め
と
す
る

上
か
ら
の
指
導
が
逆
に
制
約
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
大
正
四
年
九
月
、
第
一
聞
の
内
務
・
文
部
両
省
訓
令
と
向
精
に
出
さ
れ
た
次
官
通
牒
で
は
、
青
年
間
団
員
の

年
齢
上
限
を
一
一

O
歳
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
農
村
部
と
ち
が
い
、
都
市
の
青
年
聞
は
、

一O
歳
を
越
え
る
層
を
多
く
関
員
に

含
ん
で
い
た
。

『
神
戸
新
聞
』
（
大
豆
六
年
十
月
十
一
二
日
）
は
、

る
も
、
多
く
は
十
四
、

「
市
内
に
於
け
る
青
年
会
数
は

歳
よ
り
凹
、

五
O
歳
ま
で
を
網
羅
」
し
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
開
通
牒
は
、
青
年
間
に
要
す
る
経
費
を
、
団
員
の
勤
労
に
よ
る
収
入
を
も
っ
て
支
弁
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。

し
台、

し
実
際
に
会
費
の
み
で
費
用
を
賄
お
う
と
す
れ
ば
、
会
計
規
模
が
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
町
か
ら
の
補

助
金
や
有
志
者
か
ら
の
寄
付
金
を
財
源
と
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
同
通
牒
は
、
青
年
閣
の
設
置
一
区
域
を
、
市
町
村
、
部
務
、
小
学
校
通
学
広
域
と
し
、
そ
の
指
導
に
あ
た
る
者
も
市

ラ32
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町
村
長
や
吏
員
、
小
学
校
長
・
教
員
、
宗
教
者
、
地
方
名
望
家
に
求
め
て
い
た
。
中
で
も
小
学
校
は
、
背
年
聞
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
期
待
さ
れ
た
が
、
神
戸
市
の
場
合
、
菩
合
区
、
林
田
一
弘
な
ど
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
学
一
弘
制
下
で
は
、
小
学
校
経
営
そ

の
も
の
に
窮
迫
す
る
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
到
底
青
年
間
が
こ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
学
区
制
下
、
小
学
校

を
単
位
に
設
定
さ
れ
た
青
年
団
に
は
、
川
池
青
年
会
（
川
池
小
・
淡
西
区
）
、
菩
合
青
年
会
（
小
野
柄
小
・
芸
令
区
）
、
浜
山
有
隣
青
年

会
（
浜
山
小
・
林
田
区
）
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
川
池
青
年
会
は
家
庭
助
成
金
な
ど
を
、
菩
合
青
年
会
は
会
費
を
、
浜
山

有
隣
青
年
会
は
会
費
・
寄
付
金
を
財
源
と
し
て
い
た
が
、

い
ず
れ
も
年
経
費
三
五
j
六
O
円
程
度
の
小
規
模
な
組
織
に
と
ど
ま

った。

や
が
て
川
池
・
浜
山
有
隣
の
両
青
年
会
は
、
校
区
内
の
さ
ら
に
小
さ
な
町
・
丁
目
単
位
青
年
聞
に
分
解
す
る
な
ど
し
て

消
滅
し
て
い
っ
た
。

学i豆の統一と地域住民組織の動向

同
業
組
合

型
車
問
年
国

こ
う
し
た
な
か
で
、
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
向
業
組
合
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
青
年
間
が
あ
る
。

仙
神
戸
米
肥
市
場
同
盟
実
践
会
。
こ
れ
は
、
大
正
四
年
七
月
、
神
戸
米
把
市
場
開
盟
員
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
湊
西
区
宮
前
町
の
同
市
場
内
に
事
務
所
を
置
い
た
。
同
会
で
注
目
す
べ
き
は
、
①
会
員
を
同
市
場
向
盟
員
お
よ

び
十
五
歳
以
上
の
そ
の
家
族
、
店
員
の
有
志
と
し
、
こ
れ
を
、
正
会
員
（
家
族
お
よ
び
店
員
）
、
賛
助
会
員
（
店
主
）
、
名
誉
会
員
に

分
け
、
二

O
歳
以
上
の
壮
年
に
い
た
る
ま
で
の
年
齢
腐
を
組
み
込
ん
だ
こ
と
、
②
会
費
を
、
正
会
員
一
人
一
カ
月
一

O
銭
、
賛

助
会
員
同
一
一

O
銭
と
し
、

い
ず
れ
の
会
費
も
問
主
が
こ
れ
を
支
払
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
青
年
間
の
負
担
を
軽
減
し
つ

っ
、
事
業
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
（
『
神
戸
』
大
正
四
年
七
月
二
十
五
日
）
。
事
実
、
市
の
統
計
警
に

第二節

よ
れ
ば
、
大
正
六
年
の
同
会
の
年
経
費
は
一
一
二
二
円
で
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
小
学
校
単
位
の
青
年
間
と
比
べ
て
大
き
な
財
政

規
模
を
示
し
て
い
た
。
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ω神
戸
貿
易
青
年
会
。
こ
れ
も
、
明
治
問
十

年
、
神
戸
貿
易
同
業
組
合
の
後
接
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
同
業
組
合
型
の
青

年
間
で
あ
る
。
同
会
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
山
十
四
年
よ
り
、
荷
業
夜
学
校
の
名
目
で
会
員
に
対
し
て
貿
易
業
者
に
必
要

な
速
成
英
語
、
商
事
品
川
女
項
、
珠
鉱
山
守
の
補
肪
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
既
に
見
た
実
業
的
内
容
を
も
っ
た
教
育
を
青

年
間
関
に
教
授
す
る
こ
と
が
、
地
域
的
青
年
間
の
整
備
に
先
立
っ
て
ま
ず
こ
う
し
た
同
業
組
合
型
の
そ
れ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
て

い
た
の
で
中
め
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
青
年
会
は
他
方
で
は
問
題
点
を
か
か
え
て
い
た
こ
と
も
本
突
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
会
員
の

問
住
組
問
が
拡
散
し
て
い
る
た
め
、
取
廿
易
に
そ
の
間
結
が
図
れ
な
い
こ
と
も
そ
の

つ
で
あ
る
。
少
し
後
の
事
例
で
は
あ
る
が
、

貿
易
背
年
会
の

『
貿
易
青
年
L

に
は
こ
の
よ
う
な
苦
言
が
記
さ
れ
て
い
た
。

会
員
そ
の
も
の
L

住
所
が
他
の
会
員
の
そ
れ
の
如
く
、

一
区
内
と
か
一
一
口
口
ふ
様
に
、
先
づ
外
形
的
に
集
合
さ
れ
て

ア
」
川
河
之
－

H
け
ド

rレ
S

い
る
の
と
呉
、
り
、
あ
ち
ら
に

人
、
こ
ち
ら
に
二
人
、
全
神
戸
市
は
お
ろ
か
、
市
外
に
ま
で
散
夜
し
て
い
る
（
即
ち
外
形
的

に
間
給
力
の
淡
い
）
会
員
を
有
す
る
貿
易
青
年
会
と
し
て
は
、
殊
に
金
よ
り
も
先
ず
団
結
力
の
確
立
を
計
る
本
が
急
務
で
は

あ
る
ま
い
か
。
（
時
）
変
動
の
多
い
会
に
充
実
は
望
ま
れ
な
い
。
（
『
貿
易
管
年
』
四
八
号
、
昭
和
二
年
）

神
戸
市
遼

合
車
問
年
図

「
市
教
育
課
が
、
本
年
度
の
新
事
業
の
一
と
し
て
目
下
計
闘
中
の
市
内
青
年
団
の
統
一
問
題
に
就
き
、

る
処
は
、
従
米
の

は
何
れ
も
村
の
若
衆
の
寄
合
と
類
似
し
、
運
動
会
、
祭
礼
の
手
伝
ひ
、
又
講
演

会
開
催
位
を
以
て
事
業
の
大
半
と
な
し
つ
L
あ
り
た
る
も
の
な
る
が
、
市
が
計
問
中
の
青
年
会
は
、
補
習
教
育
を
中
心
と
す
る

も
の
に
て
、
補
習
学
校
を
二
筒
年
制
に
改
正
し
て
悉
く
補
習
学
校
生
徒
た
ら
し
め
、
其
の
生
徒
に
依
り
て
青
年
会
を
創
設
せ
ん

と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
」
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第二節学区の統一とJth域住民組織の動向

あ年お金iーが
干t11 つ閉 り で｛云 」~ 

タ戸たの あ え jノし
市 名古 rli る る ｛主
で )j誌に ネIド

、

< 4市三 のおこ戸元
第けの市戸

~l三
るな脊

の主青f'- か年主糾
間 日 で関統
。コ 的限切 報f:! 
統 はの li'{ff 』

統にに
ヵ： 捕 述以！大

格本 百 円 ベす平年九月教育 Z,rp ら る
8ヲ 戸れ市

の市述 て当
議 充 い局十

写真 34 F神戸市の青年』 日命 突合青るのろH 
の に と指）

表 145 神戸市述合背年団長I］立の経科

大jflO年2月813 j東須磨，下沢，切戸，間出町等15'!1f年間体神戸迷合青年

会発会についての協議。

4月 ｜神戸市会，大正10年度予算：に脊年間に関する調査＇？！（ (3700 

円）計上。

7月14日～16日；大阪市主催，全i讃都市青年間代表者会に神戸市視学鈴木
銭太郎および市内16']1T年間代表参加。

9月l臼 ！鈴木鍛太郎，青年間係専任主事に就任。

10月 j模範規則禁事案作成。

月 不詳 I 皇太子（後の昭和天皇ミ）外遊につき， Tfir勾で活動写真i決
写。第1回陸上運動会開催（於大倉山公翻）。

大正11年2月 ；神戸市参事会の青年間関係予算夜決。

2月10日 I 淡雪腎年間等12青年間，市長rl1会議長宛に決議書提出。
2 Jl 271:1 1神戸市会，脊年間関係設計ヒ。

4月2n1 j荒川蕩危，青年間係設蹴任。
9月26日 ；迎合青年間創立に関する会議。

10月3日～zss I第1図～第4＠］創立委員会。
1明m i神戸市連合背年間創立総会。
11月5臼 j神戸市連合青年団発会式。
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組
上
に
の
ぼ
る
の
は
大
正
十
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
年
に
出
さ
れ
た
第
一
一
一
回
内
務
・
文
部
両
省
訓
令
お
よ
び

次
官
通
牒
が
、
団
員
の
最
高
年
齢
を
一
一

O
歳
か
ら
ニ
五
歳
に
引
き
上
げ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
長
、
吏
員
、
小
学
校
長
、

教
員
等
を
指
導
者
と
し
て
官
治
的
統
制
を
強
く
押
し
出
し
て
い
た
点
を
、
団
員
の
自
治
的
経
営
に
切
り
替
え
た
こ
と
、
こ
れ
ら

に
よ
り
総
じ
て
青
年
間
に
対
す
る
制
約
が
と
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
を
う
け
て
市
内
の
青
年
回
数
が
、
大
正
九
年
一
一
一
月
現
在

。〉

八
回
体
か
ら
翌
十
年
に
は
約
七

O
間
体
へ
と
飛
躍
的
に
哨
加
を
み
た
こ
と
が
降
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
統

の
目
ざ
す
と
こ
ろ
は
青
年
間
の
補
習
教
育
機
関
化
で
あ
っ
た
。
な
お
、
神
戸
市
述
合
青
年
間
創
立
に
い
た
る
経
緯

は
、
表
出
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
神
戸
市
連
合
青
年
間
（
市
迷
背
）
は
、
最
末
端
の
単
位
青
年
間
と
市
連
合
団
お
よ
び
そ
の
間
に
少
し
、
運

れ
て
設
け
ら
れ
た
悶
学
区
の
連
関
の
一
一
一
層
か
ら
な
っ
て
い
た
。
市
連
青
は
、
各
単
位
青
年
間
相
互
の
連
絡
統
一
を
図
り
、
そ
の

進
歩
発
迷
を
助
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
教
育
課
内
に
事
務
所
を
置
き
、
団
長
に
は
神
戸
市
長
が
就
任
し
た
。

の
ち
に
も

触
れ
る
と
お
り
、
こ
の
市
の
連
合
閣
は
市
よ
り
多
額
の
襟
助
を
う
け
、
各
単
位
青
年
聞
に
比
べ
て
謹
か
に
大
き
な
財
政
規
模
を

も
ち
、
そ
れ
を
も
と
に
各
青
年
屈
を
強
く
結
び
つ
け
て
い
っ
た
。
次
に
区
ご
と
の
連
盟
は
、
旧
学
区
ご
と
に
青
年
間
の
連
絡
統

を
関
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
団
長
に
あ
た
る
よ
う
な
も
の
は
置
か
ず
、
各
青
年
間
の
代
表
者
会
で
選
ば
れ
る
幹
事
の
な
か

か
ら
幹
事
長
一
人
を
互
選
し
、

そ
れ
を
代
表
に
あ
て
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
独
自
の
財
源
な
も
た
ず
、
各
青
年
聞
の
拠

出
金
と
市
費
補
助
で
な
り
た
っ
て
い
た
。

単
位
膏
年

団
の
実
態

各
単
位
青
年
間
の
特
徴
は
「
神
戸
市
青
年
団
準
則
」
（
大
正
十
一
年
制
定
）
に
よ
る
と
、
①
青
年
聞
は
「
青
年
修
養

ノ
機
関
L

と
位
置
付
け
ら
れ
た
（
第
一
条
）
、
①
活
動
内
容
は
、
補
期
間
教
育
、
修
義
、

講
演
会
、
体
育
お
よ
び

ラ36第三な第一次大戦後の神戸



「
愛
市
的
卒
業
ニ
奉
仕
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

（
第
入
条
）
、
③
団
員
は
、
正
朗
員
（
一
一
一
歳
以
上
二
五
歳
未
満
の
者
）
、
特
別
閉
口
氏

こ
の
う

（
二
五
歳
以
上
の
者
）
、
名
誉
由
良
（
青
年
開
に
功
労
の
あ
っ
た
者
、
特
別
の
援
助
を
な
し
た
者
）
の
一
一
一
種
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

ち
、
特
別
問
員
や
名
誉
団
員
は
、
各
団
長
の
推
挙
に
よ
っ
て
入
聞
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
都
市
青
年
間
の

万一

O
一
凶
人
中
、
正
団
長
の
数
は
こ
万

懸
案
で
あ
っ
た
壮
年
層
ま
で
の
加
入
が
可
能
と
な
っ
た
。
昭
和
五
年
で
は
、

一
一
一
一
一
六
二
人
（
七
ニ
ダ
）
、

昭
和
七
年
で
は
、
一
一
一
万

一
七
一
人
中
一
万
六
一
一
九
八
人
（
五
二
正
月
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
正
団
員
以
外

の
壮
年
麿
の
お
め
る
比
重
が
比
較
的
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
役
員
な
占
め
、
実
際
の
運
営
を
担
つ

て
い
っ
た
。
そ
の
う
え
昭
和
七
年
の
神
戸
市
の
青
年
人
口
約
九
万
人
と
比
較
し
て
も
正
問
員
の
数
は
少
な
く
、
青
年
間
は
、
決

し
て
市
内
の
青
年
金
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
人
月
額
一

O

各
青
年
間
の
収
入
源
は
、
主
に
間
費
、
補
助
金
、
寄
付
金
等
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
自
費
は
、

学＼2｛の統一と地域住民組織の動向第二節

神戸r!J各単位青年間団長
の職業構成

職 業 人数 Eロlei〓リ メI二ミ～

人 3.t' r防みゆ ／ι1二、. ~ 5 

校長・教員 10 7. 2 

室主 業 3 2. 2 

工 業 9 6. 5 

商 業 67 48. 1 

底的・薬剤τi二 16 11. 5 

~ え お： 長 15 10.8 

ネqi＇§.僧侶 3 2. 2 

負 業 1 0. 7 

そ の 他 7 5.0 

f照 車京 3 2. 2 

l仁Ll 計宇 139 100.0 

表 146

ー
二

O
銭
程
皮
で
、
そ
れ
以
上
の
過
重
な
負
担
は
青

資料：兵/tlI！系学務部社会数脊訪日 r兵nn
j系？？王手間名簿J （昭和4年〉

年
照
明
の
生
活
を
正
鴻
し
、

ひ
い
て
は
彼
等
の
青
年
間

離
れ
を
招
く
の
で
、
間
授
に
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な

パ
ー
っ
こ
。

ふ

μ

ふ
J

次
に
補
助
金
は
、
毎
年
市
よ
り
市
連
脊
に
対
し
て

交
付
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
年
度
を
例
に
と
る
と
五

ハ
O
O円
で
、
こ
れ
は
市
連
背
の
収
入
総
額
九
八
六

O
円
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
う
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県下各単｛訂正年問団長の

職業構成

霊長 147 

市（神戸市は除く）

1般 業 人数 割合

人 % 
’！？7 公 :&:: 3 6.8 

校長・教員 5 11. 4 

是主 業 4 9. 1 

］二 業 1 2.3 

商 業 19 43. 1 

医 的 1 2. 3 

iヱkス 刻字 長 8 18. 2 

;; に の ｛也 2 4. 5 

然 l数 1 2. 3 

片1.1、 44 100.。
者E）
 

－
 l
 
（
 

告1

IUJ 村長

官公吏

校長

教員

殺禁

漁業

工業

商業

医師

会社員

事11官・｛凶作l

その他

1rn〔 I険

不明

100.。

）
 
－
 
（
 

メ、、
ド1

% 
21. 6 

11. 1 

24. 1 

11. 3 

14. 7 

0. 2 

1. 0 

3.4 

0. 7 

3.6 

1. 4 

3. 1 

0. 7 

3. 1 

計メ》、
11 

数

人
90 

46 

100 

47 

61 

4 

14 

3 

15 

6 

13 

3 

13 

し
た
市
費
補
助
も
、
各
単
位
青
年
団
ま
で
に
は
行
き
渡
ら
な
い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
町
内
有
志
ら
の
寄
付
余
が
大
き
な
財
源
と
な

っ
て
い
た
。

人す長帯設

こ
う
し
た
青
年
商
を
率
い
て
実
際
の
活
動
を
担
う
の
が
同
長
以
下
の
幹
部
で
あ
る
。

業
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

山
は
、
昭
和
四
年
当
時
の
幹
部
の
職

州
民
村
部
（
郡
）
と
違
っ
て
官
公
吏
や
教
員
の
割
合
が
低
く
、
商
工
業
者
、
会
社
員
、
法
師
、

楽
剤
師
等
の
比
重
が
高
い
（
約
七
七
%
）
。

彼
ら
が
市
述
育
や
灰
一
連
盟
の
役
員
を
も
同
時
に
兼
ね
る
の
で
あ
っ
て
、
市
の
青
年
間

は
、
こ
う
し
た
都
市
の
中
間
関
と
目
さ
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
狙
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

単
位
青
年
回

設
立
の
出
向
禁

各
単
位
青
年
間
が
設
定
さ
れ
る
に
一
だ
っ
た
背
景
を
、

い
く
つ
か
具
体
例
か
ら
示
し
て
お
こ
う
。

川

wr弁
天
青
年
会
。
こ
の
会
は
、
大
正
十
年
、
波
間
医
永
沢
町
一
一
、
一
一
一
丁
目
を
対
象
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

市
辿
青
の
結
成
に
あ
た
っ
て
も
、
団
長
が
創
立
委
員
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
積
械
的
な
参
加
を
果
た
し
て
き
た
。
同
会
は
、
そ

ラ38
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の
設
立
に
あ
た
っ
て
趣
意
書
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
、
ま
ず
第
一
次
位
界
大
戦
後
の
関
内
外
の
状
況
を
説
明
し
た

上
で
、
次
に
自
ら
の
設
立
意
関
を
「
抑
も
青
年
の
教
化
指
導
の

は
勿
論
、
地
方
改
議
問
題
の
如
き
も
一
つ
に
青
年
会
の
組

織
に
よ
り
て
解
決
せ
ら
る
べ
き
者
砂
少
な
ら
ず
し
（
『
弁
天
h

）
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
地
方
改
善
」
と

の
教
化
指

を
青
年
間
の
手
に
よ
っ
て
実
行
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
当
時
多
く
の
青
年
間
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

∞
荒
田
青
年
公
徳
会
。
単
位
青
年
間
設
立
の
背
景
が
よ
り
具
体
的
に
わ
か
る
も
の
と
し
て
、
荒
田
青
年
公
徳
会
が
あ
る
。
こ

の
会
は
、
大
正
十
一
年
十
月
、
淡
東
区
荒
田
町
に
設
立
さ
れ
た
。

吋
神
戸
市
迎
合
青
年
回
線
い
（
第
一
ぎ
に
燭
載
さ
れ
た
向
会

の
沿
本
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

荒
凶
町
は
詐
て
都
市
の
発
展
に
伴
ひ
一
時
場
末
と
な
り
、
口
川
一
つ
燐
寸
工
場
な
ど
の
建
設
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
偶
々
こ
の
周

やばの統一と地域住民紛織の！Ml~リ

間
へ
群
が
り
来
た
無
自
覚
な
る
移
住
民
は
、
自
治
的
精
神
の

に
務
む
る
こ
と
な
く
、
勿
論
町
の
向
上
発
展
な
ど
に
就

て
は
、
何
等
顧
慮
す
る
処
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
町
の
整
頓
を
欠
き
不
潔
に
流
れ
、
時
徒
浮
浪
の
徒
集
ま
り
、
果
て

は
私
娼
の
出
没
を
見
る
に
至
る
等
、
（
略
）
返
す
／
＼
も
遺
憾
の
極
み
で
あ
る
。
（
略
）
是
に
於
て
、
（
略
）
町
民
の
智
識
向
上

合
計
り
、
町
内
の
改
善
発
達
を
劫
け
て
、
従
来
の
汚
名
と
蔑
視
を
除
去
す
る
に
務
む
る
と
共
に
範
を
他
に
一
一
小
し
得
る
の
程

ぃ
岐
に
進
め
ん
と
云
ふ
大
な
る
抱
負
と
決
心
と
な
有
す
る
同
志
に
依
っ
て
穏
然
と
し
て
生
れ
た
の
が
、
即
ち
我
が
荒
国
青
年

公
徳
会
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
ま
ま
受
け
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
米
騒
動
以
後
、
都
市
の
治
安
や
風

第二mi

紀
が
社
会
問
題
と
な
る
中
で
、
そ
う
し
た
も
の
へ
の
対
応
と
し
て
青
年
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
市
市
町
第
二
期
線
数
有
に
際
し
て
、
消
磁
塚
移
転
問
題
に
つ
き
市
に
棟
情
活
動
を
行
っ
た
切
一
戸
青
年
会
（
淡
西
区
、
大
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五
十
年
）
な
ど
、

地
域
や
社
会
全
体
の
改
諮
問
、
宮
、

青
年
部
と
し
て
主
張
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
こ
の
他
に
も
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
当
時
、
社
会
問
題
の
続
出
す
る
な
か
で
、
自
ら
の
生
活
と
そ
れ
を
つ
つ
む
地
域
の
改
良
を
不
可
欠
と
す
る
青
壮
年
間
の

認
識
が
青
年
団
結
成
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

修
護
団
思
想

と
青
年
間

こ
の
よ
う
に
様
々
な
利
容
関
心
を
背
景
に
間
立
さ
れ
た
細
々
の
青
年
聞
を
、
市
の
迎
合
団
に
束
ね
た
思
想
的

支
柱
に
、
修
養
聞
の
存
在
が
あ
る
。

修
養
問
と
は
、

日
露
戦
後
、
当
時
東
京
の
青
山
師
範
在
学
中
で
あ
っ
た
窪
沼
門
一
ニ
が
、

「
流
汗
鍛
錬
主
義
L
、
「
悶
抱
相
愛
主

を
モ
ッ
ト
ー
に
組
織
し
た
も
の
で
、
渋
沢
栄

や
新
渡
部
稲
造
、
東
京
高
等
工
業
学
校
長
手
島
精
一
ら
の
支
援
の
も
と
、

大
企
業
を
中
心
に
組
織
さ
れ
、
や
が
て
全
悶
化
し
て
い
っ
た
。

神
戸
市
に
お
い
て
は
、
兵
庫
実
業
補
習
学
校
校
長
岸
田
軒
造
お
よ
び
同
校
出
身
の
網
谷
才

（
設
店
主
）
ら
が
中
心
と
な
り
、

小
泉
製
麻
、
川
崎
造
船
所
、
市
電
な
ど
を
拠
点
に
活
動
を
広
め
て
い
っ
た
。

大
正
二
年
四
月
、
市
内
穣
川
小
学
校
に
お
い
て
同
修
養
問
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
手
島
精
一
が
「
工
業
者
の
修
養
L

と
題
し

て
行
っ
た
講
演
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
修
養
問
の
活
動
は
、
単
な
る
精
神
修
養
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
業
教
育
の
推
進
と
い
う

側
而
を
も
っ
て
い
た
。
大
企
業
で
行
わ
れ
た
労
働
者
修
養
の
あ
り
方
が
、
青
年
聞
の
担
い
手
で
あ
る
都
市
中
間
謄
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
っ
た
。

神
戸
市
で
相
愛
修
養
団
を
総
織
し
て
活
躍
し
た
網
谷
才
一
は
、
神
戸
市
連
合
青
年
部
の
結
成
と
と
も
に
、
そ
の
理
事
に
就
任

し
、
そ
の
活
動
の
中
心
的
存
在
と
目
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、
補
習
教
育
の
二
カ
年
制
の
義
務
教
育
化
と
同
時
に
、
全
車
問

年
団
員
の
補
習
校
就
学
を
熱
心
に
主
唱
し
つ
づ
け
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
物
の
活
動
に
よ
っ
て
、
前
に
述
べ
た
と
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お
り
、
ま
だ
一
部
の
労
働
者
し
か
就
学
で
き
ず
大
企
業
労
働
者
の
技
能
養
成
に
偏
り
が
ち
な
実
業
補
習
教
育
が
、
青
年
間
を
と

お
し
て
、

よ
り
広
い
青
壮
年
層
に
も
行
わ
れ
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
。

s 

尿
尿
汲
取
と
衛
生
組
合

衛
生
組
合

の
設
立

第
一
次
世
界
大
戦
期
、
教
育
問
題
と
並
ん
で
触
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
、
同
時
成
汲
取
の
市
営
化
問
題
が

あ
る
。

神
戸
市
に
お
け
る
市
街
地
の
尿
尿
汲
取
は
、
明
治
初
年
に
は
、
家
主
が
周
辺
農
民
に
請
け
負
わ
せ
汲
取
ら
せ
て
い
た
が
、

学区の統一と地域住民組織の動向

清
戦
争
後
か
ら
、
家
主
に
か
わ
り
衛
生
総
合
と
い
う
地
域
住
民
組
織
が
、
波
取
営
業
者
と
契
約
を
と
り
か
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

以
下
、
こ
の
衛
生
組
合
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

幕
末
開
港
以
後
、
外
国
人
間
問
地
を
ひ
か
え
て
、
内
外
の
交
通
の
拠
点
と
な
っ
た
神
戸
市
は
、
ま
た
、
各
種
伝
染
病
の
上
控

地
と
な
る
危
険
も
常
に
は
ら
ん
で
い
た
。
事
実
、
明
治
十
九
年
に
流
行
し
た
コ
レ
ラ
は
市
内
で
約
ニ
千
人
も
の
患
者
を
出
し
た
。

衛
生
組
合
と
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
か
ん
が
み
、
明
治
二
十
四
年
六
月
、
市
条
例
「
衛
生
組
合
及
町
村
衛
生
委
員
設
置
方
法
」

の
制
定
に
も
と
e

つ
い
て
設
立
さ
れ
た
、
伝
染
病
予
坊
を
目
的
と
す
る
地
域
住
民
の
共
同
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
衛
生
一

組
合
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
近
位
の
五
人
組
な
間
伐
し
た
も
の
と
し
て
イ
メ
i
ジ
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
設
置
匹
域

第二節

は
、
当
初
か
ら
市
内
の
各
町
・
丁
目
、
あ
る
い
は
旧
大
字
単
位
に
置
か
れ
て
い
た
。
発
見
当
時
、
市
内
衛
生
組
合
委
員
の
総
数

は
二
七
六
人
（
神
戸
部
二
一
一
七
人
、
淡
東
部
六
七
人
、
淡
西
部
四
七
人
、
首
令
部
二
五
人
）
で
、
特
に
裏
一
口
氏
崖
な
ど
は
、
地
主
・
家
主
が

近代・:JJt代i笠史編N
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衛生組合に関する法ilJIJの変選
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表 148

市条例「衛生組合及III］村衛生委員設泣方法」および「衛生組合人心

得」制定

「伝染病予防法J11111定

県令「衛生組合規則J制定

市条例「if/Jl［ミ紹介仮方法J 1111］定。

県令「伝染病予防法施行車I!y!IJJ制定。

県令勺（f,j生組合規約ニl.l&Jスノレ探荷主」制定。

組
合
長
に
指
名
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
衛
生
総
合
に
関
す
る
法
制
度
は
、
明
治
一
一
一
十
六
年
、

mm令
っ
衛
生
組
合
規
約

日
一
関
ス
ル
標
準
」
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
二
転
二
一
転
を
み
（
表
出
、

そ
の
間
に
、
県

i
市
の
間

で
、
そ
の
位
置
付
け
に
関
す
る
対
立
が
現
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
主
た
る
対
立
点
は
、
衛
生
組
合
を
市
の
向
治
制
の
一
卜
に
組
み
込
む
か
ど
う
か
に
あ
っ

た
。
市
が
明
治
二
十
1

問
年
に
制
定
し
た

J
m生
組
合
及
町
村
衛
生
委
員
設
政
方
法
L

で
は
、

町
村
衛
生
委
員
（
後
の
組
合
長
と
考
え
ら
れ
る
）
は
市
会
衛
生
常
設
委
員
に
よ
る
推
薦
と
市
参
事

ム
去
の
任
命
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
明
治

十
年
県
令
「
衛
生

組
合
規
則
し
は
、
こ
れ
を
一
合
定
し
て
役
員
は
全
て
こ
れ
を
組
内
で
公
選
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
市
は
、
県
令
に
は
前
、
ち
に
拠
り
が
た
い
と
し
て
、
条
例
「
衛
生
組
合
仮
方
法
」

な
制
定
、
再
び
組
合
長
の
市
衛
生
土
木
常
設
委
員
お
よ
び
市
参
事
会
に
よ
る
選
出
を
認
め
た
。

こ
う
し
た
対
立
が
続
い
た
後
、
結
局
、
県
の
主
張
が
泊
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち

4－h
＋z
h

、

一
日
ド
ノ
ト
UM句

一
！
衛
生
総
合
焼
則
L

と
ほ
ぼ
間
内
政
げ
を
感
り
込
ん
だ
「
伝
染
病
予
防
法
施
行
細
則
L

を
定
め
、
衛
生
組
合
の
市
の
r
打
治
か
ら
の
分
離
を
線
認
、
こ
れ
に
「
規
約
一
一
関
ス
ル
襟
準
L

が
加
わ
り
（
「
衛
生
組
合
仮
方
法
」
廃
止
）
、

」
れ
が
、

そ
の
後
一
一
一

0
年
聞
に
わ
た
っ
て
、
市
内

の
衛
生
組
合
を
規
定
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

衛
生
組
合
の
初
期
の
活
動
は
、
伝
染
病
予
防
救
治
以
外
の
衛
生
に
か
か
わ
る
も
の
に
も
杭
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級
的
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

中
で
も
、
街
路
清
揃
や
撒
水
な
ど
道
路
に
関
す
る
事
務
は
、
当
時
保
の

の
管
轄
下
に
あ
っ

て
市
に
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
衛
生
組
合
が
こ
れ
を
請
負
う
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
た
、
衛
生
総
合
は
食

悶
な
住
民
に
対
す
る
汝
済
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
組
合
内
の
医
師
と
の
特
約
に
よ
る
施
療
施
薬
や
勺
無
告
の
窮
民
ー
一
に

対
し
て
組
合
授
の
中
か
ら
金
品
な
ど
の
供
与
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
中
心
に
な
っ
て
担
う
役
員
に
は
、
組
合
内
の
公
選
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
組
合
長
、
副
組
令
官
瓦
、
部
長
な

ど
が
あ
り
原
則
と
し
て
名
誉
職
（
無
給
）
と
さ
れ
た
3

階
間
的
に
は
、

お
お
よ
そ
地
主
・
家
主
を
山
中
心
に
町
内
の
中
流
に
位
院
す

る
役
話
役
と
目
さ
れ
る
人
々
が
つ
い
て
い
た
。

衛
生
組
合
の
財
源
は
、

し
て
採
印
刷
売
却
代
余
と
組
合
授
の
二
種
類
か
ら
な
っ
て
い
る
。
組
合
授
は
、
通
常
、
家
賃
に
比

学ほの統一と地域住民組織の動向

例
し
て
月
毎
に
徴
収
さ
れ
、
家
持
ち
の
負
担
額
は
役
員
の
見
立
て
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
明
治

こ
ろ
の
組
合
費
の

の
衛
生
組
合
予
算
に
編
成
さ
れ
、

徴
収
さ
れ
た
総
合
授
は
そ
の

一
部
は
積
立

問
勢
十
h

l

j

l

 

一
月
一
一
一
銭

1
一
一
円
伎
で
あ
っ

金
と
し
て
組
合
財
産
を
形
成
し
た
。
中
に
は
か
な
り
多
額
の
財
政
令
｝
所
有
す
る
級
生
組
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
予
算
や
財
産
の
管

照
一
ば
総
合
長
の
権
限
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
う
し
た
経
政
支
弁
に
つ
い
て
総
合
長
の
か
な
り
自
由
な
裁
量
が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
。

衛
生
組
合
が
際
限
汲
取
契
約
を
、

に
か
わ
っ
て
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
明
治
一
一
一
十

明
治
三
十
三
年

の
深
尿
騒
動

一一
に
起
こ
っ
た
探
成
騒
動
で
あ
っ
た
3

こ
れ
は
同
年
、
兵
路
県
が
汚
物
掃
除
法
の
実
質
的
な
施
行
細
則
と
し
て
制
定
し
た
県
令
第
一

〉
Y
L
3
、
：
、

ι
二三、〉

汽

／

長

v

に
も
4
L
て
品
川
立
43ι

第二節

に
よ
る
白
山
契
約
の
汲
取
処
分
を
や
め
、
免
許
制
に
よ
る
特
定
営
業
者
の
独
占
的
波
取
を
定
め
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
価
な
肥
料
た
る
尿
尿
入
手
の
途
を
ふ
八
っ
た
、
林
田
夜
、
須
磨
村
、
明
石
部
の
各
村
な
ど
の
市
周
辺
の
農
民
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は
、
同
県
令
の
実
施
延
期
を
求
め
て
長
岡
神
社
な
ど
に
結
集
、
そ
の
内
数
百
人
が
市
役
所
へ
殺
到
す
る
な
ど
物
情
騒
然
と
し
た

状
況
を
呈
し
た
。
ま
た
同
様
に
、
市
内
家
主
も
関
県
令
反
対
の
陳
情
活
動
を
展
開
削
し
て
い
る
ゆ

こ
う
し
た
中
で
、
明
治
三
十
四
年
一
月
、
妥
協
の
方
法
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が
、
衛
生
組
合
に
よ
る
汲
取
契
約
の
詰
負
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、

の
制
規
・
条
件
に
服
す
も
の
に
対
し
て
、

一
衛
生
総
合
以
上
の
区
域
を
担
当
し
、
県
の
指
定
営
業
者
と
間

衛
生
組
合
長
の
加
印
を
添
え
て
願
書
を
提
出
し
た
場
合
に
、
そ
の
営
業
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
県

は
汲
取
の
管
理
が
可
能
に
な
り
、
住
民
の
側
は
よ
り
有
利
な
条
件
で
探
尿
を
売
却
し
う
る
営
業
者
を
求
め
て
一
定
の
選
択
が
可

能
と
な
っ
た
。
以
後
、
売
却
さ
れ
た
康
成
代
側
は
組
合
の
収
入
に
組
み
込
ま
れ
、
組
合
活
動
の
主
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
く
。

た
だ
し
、
農
民
の
側
の
要
求
は
こ
こ
で
は
充
分
汲
み
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
以
後
、
明
治
一
一
一
十
八
年
に
つ
汚
物
掃
除
法

施
行
細
則
L

制
定
に
よ
り
、
特
定
営
業
者
の
下
請
け
と
し
て
汲
取
、
か
許
可
さ
れ
る
ま
で
紛
糾
が
つ
づ
い
て
い
る
，

日
露
戦
争
以
降

の
衛
生
組
合

日
係
戦
争
以
降
第
一
次
陀
界
大
戦
期
に
か
け
て
、
衛
生
総
合
が
取
り
扱
う
事
業
は
飛
躍
的
に
削
引
火
し
た
。

た
と
え
ば
、
明
治
四
十
一
年
九
月
、
神
戸
市
が
実
施
し
た
市
勢
調
査
に
お
い
て
、
衛
生
組
合
役
員
に
調
査

を
委
託
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
以
後
の
国
勢
調
査
・
失
業
制
査
等
の
委
託
、
一
戸
籍
法
改
正
に
伴
う
寄
留
脂
米
済
者
の
た
め
の
崩

掛
…
…
日
代
筆
（
東
尻
池
町
）
と
い
っ
た
都
市
住
民
把
擦
の
た
め
の
諸
事
務
、

日
露
戦
争
中
の
出
征
家
族
へ
の
生
活
捕
助
や
軍
事
公
告
応

募
（
北
長
狭
一
一
一
丁
目
）
、

軍
事
家
公
会
へ
の
勧
誘
、

凱
旋
兵
女
の
歓
迎
と
い
っ
た
箪
事
に
関
す
る
事
業
、
そ
の
他
風
俗
改
良
、

ラ
ム
改
善
や
米
騒
動
時
の
米
の
公
売
、
治
安
、
青
年
団
へ
の
裕
助
と
い
っ
た
も
の
ま
で
、
衛
生
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
日
常
・
臨

時
の
広
範
な
町
内
諸
事
務
が
、
衛
生
組
合
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

544 
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開
席
尿
汲
取

の
停
滞

こ
う
し
て
衛
生
組
合
は
、
行
政
と
住
民
と
を
つ
な
ぐ
上
で
震
裂
な
役
割
を
果
た
す
存
在
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
他
方
、
部
市
人
口
増
大
の
影
響
を
う
け
て
、
そ
の
主
援
な
財
源
で
あ
っ
た
県
尿
の
処
分
が
闘
難
を
綴
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

神
戸
市
の
尿
尿
は
、
間
以
指
定
の
肥
料
会
社
、

の
偲
人
営
業
者
お
よ
び
明
石
郡
各
村
の
段
回
目
が
実
際
の
汲
取
を
行
な
っ
て

い
た
。
こ
の
う
ち
、
肥
料
会
社
は
、
市
内
約
一

O
万
一
戸
の
汲
取
を
行
う
段
も
有
力
な
も
の
で
あ
っ
た
。
会
社
汲
取
が
開
始
さ
れ

た
明
治

は
、
神
戸
市
行
清
合
資
会
社
、
自
衛
株
式
会
社
、
兵
神
肥
料
合
資
会
社
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
神
戸
部
（
行
清
）
、

湊
東
部
（
自
衛
）
、
擦
問
部
（
兵
神
）
を
分
約
一
し
て
い
た
。
汲
取
ら
れ
た
廉
尿
は
、
播
際
、
阿
波
、
紀
州
地
方
へ
売
却
さ
れ
た
。

か
し
、
こ
れ
ら
の
会
社
は
こ
の
時
期
に
す
で
に
払
込
資
本
金
に
対
し
て
一
割
以
上
の
配
当
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
え
一
言

学12¥:の統一と地i或住民組織の動向

わ
れ
て
い
た
。

以
後
、
会
社
そ
の
も
の
に
も
離
合
集
散
が
な
ら
れ
、
ま
た
一
方
で
の
人
造
肥
料
の
普
及
に
よ
る
保
ぽ
需
裂
の
低
下
お
よ
び
汲

取
人
求
人
の
労
賃
上
昇
は
、
さ
ら
に
そ
の
経
常
を
悪
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、

人
口
の
地
加
に
よ
り
年
間
七

O
万
石
（
大

正
八
年
）
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
尽
尿
を
処
分
す
る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
採
尿
汲
取
の
停
滞
が
顕
在
化
し
た
。

他
方
、
衛
生
組
合
も
こ
の
よ
う
な
問
題
に
必
ず
し
も
有
効
な
対
処
が
で
き
な
か
っ
た
。
衛
生
組
合
に
は
法
人
と
し
て
の
資
格

が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
特
に
訴
訟
と
な
る
と
、
煩
雑
な
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
た
。
大
正
問
（
一
九
一
五
）
年
、
湊

四
一
弘
下
沢
通
六
丁
目
衛
生
総
合
で
は
、
肥
料
会
社
を
相
手
ど
り
起
こ
し
た
訴
訟
が
却
下
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
こ
っ
て
い
る
。

第二節

同
衛
生
組
合
が
提
出
し

「
汲
取
営
業
者
は
、
警
察
権
を
以
て
協
定
し
、
妄
り
に
増
設
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、

業
以
外
の
売
買
を
厳
禁
せ
り
。
故
に
汲
取
営
業
者
は
、
此
一
小
潔
物
口
を
奇
貨
と
し
、
契
約
せ
る
代
金
の
支
払
を
為
さ
ざ
る
者
頻

近代・現代歴史編N
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市
に
よ
る
汲
取
実
施
の
論
議
が
浮
上
し
て
き
た
。

「iiiEt組合役員名簿』

々
た
り
し
と
会
批
を
非
知
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
「
組
合
は
法
人
に
非

ざ
れ
ば
、
弘
法
上
権
利
村
の
主
体
な
る
を
得
ず
し

（
可
又
新
』
大
正
四
年
六
月

十
一
一
日
）
と
い
う
現
実
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

て
の
中
で
大
正

年
、
山
知
の
個
人
常
染
者
に
対
す
る
取
締
が
強
化
さ

れ
た
こ
と
を
機
会
に
、
以
後
肥
料
会
社
は
相
互
に
協
定
を
結
び
保
尿
代

写真 35

側
の
値
下
げ
を
限
っ
た
。
こ
う
し
て
、
問
即
日
以
汲
取
の
停
滞
と
、
肥
料
会

社
と
衛
生
組
合
と
の
対
立
が
深
刻
化
ず
る
過
程
で
、

し
て
の

尿
尿
汲
取

の
市
営
化

原
尿
、
汲
取
市
常
化
の
論
議
は
、
大
正
七
年
初
期
、
県
市
当
局
が
そ
の
調
査
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
本
格
化
す

る
。
波
八
年
二
月
に
は
、
市
内
神
潜
倶
楽
部
に
お
い
て
、
市
の
主
催
の
下
、
全
市
約
一
一
一
百
の
衛
生
組
合
長
を
一

常
に
会
し
て
探
ぽ
及
び
際
芥
処
分
協
議
会
が
開
か
れ
、
康
成
の
市
に
よ
る
無
償
処
分
が
多
数
決
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
て
い
る
ο

こ
の
時
期
に
衛
生
総
合
が
原
版
市
川
市
川
化
を
交
付
し
た
背
景
に
は
、
法
制
上
の
不
備
と
と
も
に
、
住
民
の
生
活
環
境
改
議
を
求

め
る
意
識
の
高
揚
が
あ
っ
た
と
…
一
向
え
る
。
新
出
投
書
欄
に
掲
載
さ
れ
た
手
厳
し
い
衛
生
組
合
批
判
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

近
頃
の
糞
尿
の
停
滞
は
実
捺
怖
い
。
町
の
衛
生
部
長
や
市
役
所
の
衛
生
課
は
眠
っ
て
ゐ
る
の
か
。
大
掃
除
に
蜘
妹
の
巣
、
が

（
吋
神
戸
』
大
正
七
年
八
月
四
日
）

一
つ
残
っ
て
ゐ
て
も
品
開
々
々
文
句
を
持
政
ベ
る
癖
に
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
衛
生
も
ク
ソ
も
あ
っ
た
も
の
で
な
い
。
箆
棒
ナ
。

ャ
ィ
、
石
井
町
外
六
ケ
村
衛
生
組
合
の
親
分
、
金
ば
か
り
せ
し
め
る
の
が
衛
生
か
い
。
俺
附
TV
汗
姓
で
も
そ
の
伎
の
こ
と
は

ラ46第三？立第一次大戦後の神戸
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モ
ヅ
ト
溝
で
も
淡
へ
て

に
し
や
が
れ
。
（
吋
神
戸
』
火
正
七
年
八
月
八
日
）

こ
の
市
営
化
は
、
大
正
八
年
こ
ろ
ま
で
は
、
衛
生
組
合
を
は
じ
め
住
民
の
支
持
が
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
諜
こ
れ
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
政
治
問
題
化
し
、
大
正
十
年
十
月
末
に
至
る
ま
で
そ
の
解
決
を

見
て
い
な
い
。
以
下
、
時
間
加
を
追
っ
て
市
営
化
に
お
点
る
経
緯
を
み
よ
う
。

判
大
正
八
年
。
こ
の
時
期
は
、
関
川
令
っ
一
汚
物
品
除
法
施
行
縮
問
」
（
明
治
四
十
四
年
制
定
）
に
よ
り
、
康
成
処
分
に
関
す
る
権
限

が
何
ら
市
に
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
夏
期
に
臨
時
汲
取
が
市
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
絡
的
な
議

論
は
、
県
入
品
刊
の
改
正
（
同
年
十
二
月
十
八
日
、
実
施
は
翠
九
年
一
一
月

日
）
に
よ
り
神
戸
市
に
処
分
権
が
与
え
ら
れ
る
大
正
九
年
以
降

と
な
る
。

学iまの統一と地域住民組織の動向

∞
大
正
九
年
。
係
A
n
の
改
正
を
う
け
て
、
題
島
一
房
次
郎
市
長
よ
り
市
参
事
会
に
提
出
さ
れ
た
県
尿
処
分
’
策
は
、
し
か
し
、
市

に
よ
る
汲
取
を
全
国
実
施
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
市
内
を
数
区
に
分
ち
、
従
来
の
肥
料
会
社
や
明
石
部

農
会
な
ど
に
出
米
る
だ
け
下
請
け
を
な
す
こ
と
と
し
、
汲
取
の
問
問
難
な
山
手
方
而
七
千
戸
の
み
を
夜
営
に
す
る
と
い
う
も
の
で

ゑ
り
マ
心
。

し
か
も
同
案
は
、
明
石
部
民
会
に
対
し
て
は
毘
尿
代
備
を
徴
収
し
な
が
ら
、
肥
料
会
社
に
対
し
て
は
全
て
無
償
払
下
げ

な
行
う
と
と
も
に
、
惚
雨
期
の
汲
取
悶
燦
な
時
期
に
は
一
荷
当
り
五
銭
の
補
助
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
て
い

こ
れ
に
は

各
方
問
よ
り
非
難
が
続
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

結
局
、
市
会
で
の
議
論
の
結
果
、
市
の
原
案
は
①
契
約
期
間
か
二
年
限
り
と
し
て

、
会
社
へ
の
補
助
金
は
奨
励
践
と
訂

第二節

正
、
小
司
会
托
と
の
契
約
を
明
石
部
段
会
と
の
そ
れ
に
地
中
じ
る
も
の
に
改
訂
す
る
こ
と
、
③
汲
取
の
市
中
出
が
あ
る
場
合
、
肥
料
会

社
と
対
拭
関
係
に
あ
る
衛
生
組
合
に
も
抑
制
会
の
上
認
可
す
る
、
成
約
良
野
な
も
の
に
は
問
様
の
奨
励
金
を
出
す
こ
と
等
の
条
件

近代.!Jt代j絞it：総Wラ47



を
付
し
て
可
決
し
た
。

」
の
段
階
で
注
目
し
て
お
き
た
い
も
の
に
、

市
会
議
員
丹
下
良
太
郎
（
市
政
研
究
会
）
が
、
対
案
と
し
て
新
聞
紙
上
に
公
表
し

た
衛
生
組
合
の
会
社
設
立
に
よ
る
汲
取
案
が
あ
る
。
こ
れ
は
①
即
時
尿
塵
芥
を
処
分
す
る
た
め
の
株
式
会
社
を
設
立
、
②
そ
の
会

社
の
株
式
は
、
市
内
各
町
衛
生
組
合
が
購
入
、
株
主
と
な
る
、
③
こ
の
会
社
に
対
し
て
、
市
は
従
来
の
設
備
一
坊
を
無
償
で
貸

与
す
る
、
④
会
社
の
収
支
が
柏
償
う
も
の
に
な
る
ま
で
、
市
は
相
当
の
補
助
金
な
交
付
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
丹
下
白

身
、
一
一
ア
宮
町
衛
生
組
合
の
役
員
を
つ
と
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
県
尿
市
営
化
以
後
の
衛
生
組
合
を
い
か
に
機
能
さ
せ
る
か
は
、

市
に
も
彼
等
役
員
に
と
っ
て
も
焦
眉
の
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ゆ
大
正
十
年
。
こ
こ
で
目
立
っ
た
動
き
と
し
て
は
、
県
尿
加
工
場
の
建
設
案
と
そ
れ
に
対
す
る
対
象
地
域
住
民
の
反
対
運
動

が
あ
る
。

保
尿
加
工
場
案
と
は
、
加
工
処
分
に
よ
っ
て
神
戸
市
民
の
一
日
の
排
浩
監
の
三
分
の
一
を
処
理
し
（
硫
安
、
燐
酸
石
灰
製
造
）
、

そ
の
売
却
に
よ
り
え
ら
れ
る
収
入
に
よ
っ
て
、
残
り
の
三
分
の
一
プ
を
処
県
す
る
と
い
う
、
市
直
営
に
よ
る
即
時
尿
汲
取
を
実
現
し

ょ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
加
工
場
の
建
設
予
定
地
と
さ
れ
た
苅
藻
島
（
林
間
一
巳
周
辺
住
民
か
ら
は
、
猛
烈
な
反
発
が
お
こ
り
、
ま
た
向
地
が
、

神
戸
市
間
部
の
開
発
・
工
業
地
区
化
と
交
錯
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
結
局
立
ち
消
え
に
奈
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
過
程
宏
へ
て
、
こ
の
問
題
が
ひ
と
ま
ず
決
着
を
み
た
の
は
大
正
十
一
年
十
月
で
あ
る
。
こ
こ
で
可
決
さ
れ
た

汲
取
方
法
は
、
俗
に
「
浜
渡
し
L

案
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
①
下
請
条
件
を
変
更
し
、
汲
取
そ
の
も
の
は
原
則
と
し
て
市
直
営
に

す
る
、

た
だ
汲
取
っ
た
即
時
尿
は
搬
出
港
に
お
い
て
出
来
の
肥
料
会
社
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
新
会
社
に
売
却
す
る
、
②
明
石
郡

ラ48第一次大戦後の神戸第三主主



農
民
の
汲
取
区
域
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
、
③
ま
た
、
希
望
条
件
と
し
て
、
市
内
各
衛
生
組
合
長
に
、
県
尿
汲
取
の
取

締
り
を
ひ
き
つ
づ
き
統

的
に
行
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
③
に
よ
り
衛
生
組
合
長
に
よ
る
末
端
の
肢
督
権
が
継
続
し

て
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
完
全
な
市
直
営
と
は
ゆ
か
ず
、

い
く
つ
か
の
点
で
悶
米
の
汲
取
慣
行
を
残
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

の
ち
の
よ
う
に
、
定
期
的
な
汲
取
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
衛
生
組
合
を
通
じ
て
必
要
な
時
に
住
民
が
汲
取
を

申
し
込
む
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
た
当
時
、
こ
の
よ
う
に
監
督
権
を
衛
生
組
合
長
が
も
っ
た
こ
と
は
、
住
民
に
と
っ
て
、
依

然
と
し
て
衛
生
組
合
が
汲
取
に
携
さ
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

6 

在
郷
軍
人
会

学i玄の統一と地l或住民組織の動向

明
治
四
十
三
（
一
九
一

O
）
年
、
兵
役
を
終
了
し
た
者
に
引
き
つ
づ
き
軍
事
訓
練
を
加
え
こ
れ
を
国
民
統
制
の

在
郷
軍
人
会

の
結
成

た
め
に
組
織
す
べ
く
母
国
在
郷
田
平
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。
神
戸
市
の
在
郷
軍
人
は
、
神
戸
連
隊
区
司
令
部
の

も
と
に
設
寵
さ
れ
た
帝
国
在
郷
軍
人
会
神
戸
支
部
に
編
成
さ
れ
た
。

同
支
部
の
規
約
に
よ
れ
ば
、
こ
の
帝
国
在
郷
軍
人
会
神
戸
支
部
は
、
神
戸
市
、

お
よ
び
武
庫
・
明
石
・
加
古
・
美
麗
・
加
東
・

多
可
・
加
西
・
印
南
の
合
計
一
市
八
都
を
対
象
区
域
と
し
、
市
町
村
単
位
あ
る
い
は
数
カ
村
合
同
で
分
会
合
同
設
置
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

た
だ
し
神
戸
市
の
場
合
は
、
当
初
市
の
分
会
の
下
に
更
に
学
区
を
単
位
に
分
会
が
設
置
さ
れ
た
。

第二節

こ
の
帝
国
在
郷
箪
人
会
神
戸
支
部
は
、
会
員
を
正
会
員
・
特
別
会
員
・
名
誉
会
員
の
一
一
一
種
に
分
け
、
正
会
員
は
待
命
・
休
職
・

予
備
投
・
後
備
投
・
退
役
の
将
校
・
准
士
宮
・
下
士
官
兵
卒
と
さ
れ
た
。
ま
た
支
部
の
活
動
目
的
を
、
箪
人
勅
論
の
奉
戴
、
在

近代・戊.fl¥;i援央総Nラ49



郷
軍
人
の
品
位
を
高
め
親
睦
と
相
互
扶
助
を
行
う
こ
と
、
軍
人
精
神
の
振
作
、
軍
人
知
識
の
鳩
進
に
お
き
、
こ
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
謹
拝
式
、
勅
諭
奉
読
、
戦
役
死
亡
者
の
祭
典
、
剣
術
会
、
射
脚
本
会
、
入
退
営
者
の
歓
送
迎
、
軍
事
教
青
、
遺
族
の

優
遇
な
ど
の
事
業
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。

大
正
期
以
降

の
変
化

し
か
し
、
こ
う
し
て
結
成
さ
れ
た
在
郷
軍
人
会
も
、
徐
々
に
変
化
を
見
せ
る
。
神
戸
市
に
お
い
て
は
、
当
初

学
反
一
単
位
に
お
か
れ
た
分
会
も
、
決
区
で
大
正
二
年
に
泊
奥
平
野
村
宏
単
位
と
す
る
分
会
が
結
成
さ
れ
る
な

ど
、
さ
ら
に
小
さ
な
地
域
に
分
化
す
る
額
向
を
示
す
。

都
市
部
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
で
は
、
産
業
別
や
企
業
別
の
分
会
設
立
の
動
き
も
注
目
さ
れ
る
。
神
戸
市
に
お
い
て
は
、
耳

〈

μ

阿
曽
察
署
管
内
で
川
崎
製
鉄
所
が
独
自
に
分
会
を
設
置
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
昭
和
四
年
一
一
月
に
は
、
葺
ム
同
署
管
内
の

が
迎
合
し
た
在
郷
軍
人
葺
合
工
業
分
会
が
結
成
さ
れ
る
。
市
内
の
大
商
店
で
も
、
た
と
え
ば
昭
和
六
年

越
神
戸
支
店
で
独

自
に
分
会
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
同
様
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
満
州
事
変
以
降
戦
時
色
が
し
だ
い
に
高
ま
る
頃
に
は
、
こ

う
し
た
企
業
別
、
産
業
別
分
会
結
成
の
動
き
が
促
進
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
が
ロ
ン
ド
ン
箪
縮
会
議
を
脱
退
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
昭
和
十

年
一
月
に
は
海
上
在
郷
軍
人
会
が
総
織
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
山
下
汽
船
、
三
井
船
舶
な
ど
既
設
の
海

運
系
企
業
分
会
（
十
二
分
会
）
に
、
新
設
の
日
本
郵
船
、
大
駅
南
船
、
辰
馬
汽
船
の
一
一
一
分
会
を
合
同
し
た
も
の
で
、
会
員
数
は
一

万
人
を
超
え
、
産
業
別
の
在
郷
軍
人
分
会
と
し
て
は
最
大
規
模
の
も
の
と
な
っ
た
。
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